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俺様社長は地味ＯＬをいじめて愛して離さない！
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「この写真にはおばけが写っているから、絶対に買うなよ」

　休み時間となった小学校の教室内にそんな少年の声が響いたのは、雨が降り出した午後だった。先ほどまでは灼けつくような日差しが地面に反射し、プールからは楽しそうな声が聞こえていた。

　なのに初夏を迎えた夏空は天候が変わりやすく、窓の外から立ちこめた雨の匂いに鼻腔がくすぐられる。そんな三年二組の教室では先日行われた、林間学校の写真がずらりと後ろの黒板いっぱいに飾られ、少年とひとりの少女が映ったものがあった。

「おばけって……佐伯さえきくん、かっこよく写ってるのに」

「いくら俺がかっこよくても、呪われるだけだぞ」

　クラスの女子に囲まれて得意げに話す少年の声に、遠巻きに彼らを見ていた真穂まほは全身を震わせる。なぜなら、少年と一緒に写っていたのは自分だったからだ。しかも、その少年は内気で引っ込み思案な真穂が初めて好きになった男の子。

　そんな相手から「おばけ」と言われるなんて。まだ幼い少女には残酷すぎる、忘れられない出来事だった。




「みゃあおん！」

　猫の鳴き声で目を覚ました来栖くるす真穂は、ここが自分のアパートであることを確認し、身体に乗っかっている白毛の子猫をそっと撫でる。

　両親のいる地元を離れて、ひとり暮らしをはじめて三年。真穂にとっては唯一の友達であり、家族でもあるレオだ。

「おはよう、レオ。もうご飯の催促かな？」

「にゃあん」

　レオの鳴き声を耳にした真穂は、カーテンの隙間からこぼれた日差しに目を細めながら壁にかかった時計を見る。

「……なんで小学生時代の夢を見るのかな」

　二十五歳になっても、いまだに小学生時代の夢を見ては、まなじりに涙をためている。そんな自分から変わりたいと強く思うが、現実はなかなかうまくいかない。

　男の子は夏休みが終わった直後に転校していったので、その後、誰かにいじめられることもなかった。けれど彼のあの言葉は真穂の心に深い傷を残し、大人になっても人づきあいが苦手だった。

　そこでレオが自分に気づいてほしいというように、真穂に甘えてくる。

「ごめんね、レオ。いま起きてゴハンにするから」

「にゃ」

　真穂の言葉がわかったのか、レオは返事をするとすぐにベッドから降りて部屋を出て行く。レオとの出会いは真冬の夜だった。段ボールに詰められ捨てられていたのを、真穂が連れて帰ってきたのだ。あの夜は、小さな体が寒さに震え、抱きしめていてもこのまま死んでしまうのではないか、とさえ思えたのに。いまではすっかり元気になって、部屋の中でいたずらをするようになった。

「レオが待っているし、仕事にも行かなくちゃ……だから起きないと……」

　悲しかった過去から逃げるかのようにベッドから起き上がり、真穂はくせのある長い髪をひとつに束ねる。椅子にかけてある薄手のカーディガンを羽織り、レオの待つキッチンへ向かう。

　餌入れにキャットフードを入れてレオが食べはじめるのを待ち、冷蔵庫から食材を取り出す。ベーコンとチーズを載せた食パンをトースターに入れ、その間にフライパンで目玉焼きを作った。

　二十五歳女子と子猫の朝はこうして慌ただしくはじまり、真穂は素早く朝食をとってから仕事に行く準備をする。

「もう遅刻しちゃうから、抱っこしてあげられないの」

　甘えたように脚に絡みついてくるレオをかまいながらも、日中ひとりで部屋にいるので寂しいのだろうと思う。

「ごめんね、レオ。お仕事から帰ったら遊んであげるからね」

　レオの頭を撫でながら約束を交わし、勤務用のスーツに着替えて髪をひとつに束ねる。地味な装いだと思ってはいるが、臆病な性格のため派手なものは苦手だった。

「じゃあ、行ってくるからいい子にしていてね」

「にゃぁん！」

　元気よく鳴いたレオに励まされて部屋を出ると、真穂はすぐに駅に向かう。そこでスマートフォンをチェックすると、メールが一通届いていた。

「今夜、おしゃれしてお店にいらっしゃい。待ってるから」

　真穂が通っているバーのママからだった。とはいっても男性なのでマスターと呼ぶべきだろう。が、彼女にママと呼んで欲しいと言われてそう呼んでいる。

　半年前にデパートで買い物をしている時に話かけられて以来、仲良くしてもらっている、数少ない真穂の理解者だ。おしゃれをしてバーに行くことを勧めてくれたのも彼女だった。彼女に勧められておしゃれをしてバーに行くようになったが、いまでは別人になった気分を味わうことが真穂の密かな楽しみだった。

（返事したほうがいいけど、お昼休みのほうがいいかな……）

　夜の仕事をしているので、朝の早い時間は寝ているだろう。そう思った真穂はスマートフォンをしまい、改札を通り抜けた。




　電車で四駅ほどの距離に真穂が勤めている〝江成エンタープライズ〟がある。主に医療介護に関するものを取り扱っており、亡くなった前妻と同じ病気に苦しむ人と介護する人を少しでも助けたい。そんな先代社長の願いで作られたのだという。

　大学時代にそれを知った真穂は、先代の優しさに惹かれてこの会社に入社した。しかし、いまはその先代は会長の座についているので環境は違っている。

　そんなことを考えながら駅からの道をまっすぐに進み、信号を左に曲がる。街路樹が生い茂る歩道の目の前にそびえ立つのが会社ビルだ。

　正面玄関の近くに停まっている黒の高級車付近には、女子社員たちが群れを作っている。彼女たちのお目当ては先日、就任したばかりの若きイケメン社長なのだろう。

「今日の社長、いちだんといい男よね」

「先代社長から引き継いで間もないのに、敏腕ぶりもたまらないわ」

　車から降りた社長をうっとり遠巻きに見ている女子社員たちが、うっとりとした声で騒ぎ出す。だが、人に関心を持つことがあまりない真穂は彼の容姿でさえも気に留めていない。

　ただ、彼が先代の再婚相手の連れ子だと言うことだけは真穂の耳にも届いていた。

（かっこいいなんて言われても、私とは無縁の人だもの……）

　会社の社長が総務課の一社員と接点があるとは思えず、足早に移動する。下ばかりを見て歩いていたせいで気づかなかったけれど、社長の鋭い視線は真穂だけを捉えていた。

　ただでさえ地味な容姿だというのに、紺色の事務服は彼女をより目立たなくする。さらに仕事中は顔の半分ほどを隠す大ぶりの眼鏡を着用しているため、余計に表情に乏しくおとなしい印象を与えてしまうのだ。そのため、彼女の魅力ともいえるぱっちりとした瞳を、会社の同僚たちは知らない。

　周囲にいる女子社員たちはそんな制服でも自分を綺麗に見せようとしているらしく、その姿を眩しく感じる。けれど、殻に閉じこもったままの真穂には、自分を変えたくてもその勇気すらもなかった。




　女子更衣室を後にしてエレベーターに乗り込み、真穂はため息をつく。と、そこで男性社員がいることに気づいてあわてふためく。

　いつもならば、この時間にエレベーターを使用する人はほとんどいないはずなのにと思案しながら、ボタンを押す。

「五階、押してくれないか？」

「はっ、はい！」

　男性社員から突然声をかけられてぴくりと背中が震えた真穂は、彼の顔すらも見られない。それよりも総務部が四階にあるのに、エレベーターを降りて階段を使おうかと考える。

　それほど人に対して臆病になってしまうのは、真穂の悪いくせだ。

「そんなに人が怖いのか？」

「えっ……？」

　まるで真穂の心の内を読み取ったかのように呟いた彼の言葉にとまどう。きっと空耳に違いないと思った瞬間、三階の扉が開いた。

「あっ……」

　降りなきゃ。そう思ったところで、五階で降りるはずの男が真穂よりも早くエレベーターから降りる。思いもしなかった彼の行動に呆然とし、その後ろ姿を見送った。

（でも、どこかで聞いたことのある声のような……）

　なんとなく聞き覚えがある気がしたのはなぜだろう。会社の中で誰かが話していてもそんなことを感じたことがないのに、彼の声だけは真穂の心に焼きついていた。




　部署へと到着した真穂は自分の机に座るとパソコンを立ち上げ、仕事の準備をする。エレベーターでのことが頭を支配しているがいまはそれどころではない。

「おはよう、来栖さん」

「おっ、おはようございます」

「今日も仕事、がんばろうね」

　隣の席に座わっている桃井ももい佳乃よしのから声をかけられた真穂は、慌てて返事をする。茶色いストレートのセミロングがよく似合う綺麗な女性だ。

　太陽のように明るくて優しい彼女は真穂の憧れでもあるが、自分からは声をかけられない。だからこそ余計に、その一言がうれしくなる。

　自分にくれた優しさを少しでも返せるようになりたい。そう思っているから変身願望が強いのかもしれないと思いながらパソコン画面に集中する。

　キーボードを叩く音と社員たちの話し声が響く中、ふと気づくとあの声の主を探す。が、どの声も彼のものではなかった。







「真穂ちゃんが男の人に興味を示すなんてね。その男の人は運命の相手なのかしら」

「そんなんじゃなくて……、ただ、気になるというか」

　仕事が終わり、家に帰って着替えてから訪れたバー「chouette」で、真穂はママのシノブに今朝の話をする。誰かの声がこんなにも心に残っていることなどなく、ほんの少し漏らしただけでシノブに誘導されて話した結果だった。

　黒を基調とする薄暗い店内は、豪華なシャンデリアに照らされている。その中でブルーの光に包まれた水槽では熱帯魚たちが自由に泳いでいた。

　どこを見渡しても洒落ていて、なおかつ心地よいと思える空間。真穂はいまだに自分には場違いではないかと思ってしまう。

「あら、いいじゃない。恋するって素敵なことよ」

「恋とか、そういうんじゃありません」

「真穂ちゃんを変えてくれる王子様かもしれないのに……。それにいまの真穂ちゃんはとっても魅力的よ」

　華やかな空間で地味な装いをするわけにもいかず、髪をほどいて少しだけ化粧をしている。そのせいかシノブは真穂を魅力的だと言う。

　真穂にしてみれば化粧しておしゃれをしただけなのにと思うが、にこりと笑う彼女になにも言えない。そこでドアが開く音が聞こえてくる。

「あら、いらっしゃい。初めて見る顔ね」

　うれしそうに呟くシノブの声を聞きながらカクテルを飲む。この店では初顔も多いので特に気にしないで楽しむ。

　だがその彼が迷いなく真穂がいるカウンター席へと来たのを知り、緊張する。

「隣に座ってもいいか？」

「えっ……？」

　男の声に聞き覚えがある真穂はびくりと背中を凍らせる。が、よく考えれば会社での地味な自分といまの自分が同一人物であると誰も気づかないだろう。

「ひとりか？」

「はっ、はい……」

「真穂ちゃんはこの店の大事な常連さんだもの。遊びで口説いちゃだめよ」

　とまどっている真穂に気づいたのか、助け船を出してくれるシノブに感謝する。

「それは本気だったら口説いてもいいってことか？」

「本気もなにも、あなたたちは初対面でしょ？　ねえ、真穂ちゃん」

「はい……」

　シノブの問いかけにそう答えた真穂をちらりと見た男は、タバコに火を付ける。一瞬だけ不満げな表情をしたのはどうしてだろうかと気になってしまう。

「ママ、ちょっとこっちに来て」

「はぁい、ちょっと待っててね」

　ボックス席にいる客から声をかけられたシノブが一瞬、真穂を心配そうに見てから席を外す。男性とふたりきりにされてしまった真穂は、逃げたい気持ちと闘いながらもカシスオレンジに口をつけた。

「なぁ、場所を変えて話さないか？　おまえと話がしたい」

「えっ……？　でも……」

「本気で口説き落としたくなったよ。真穂」

　シノブが「真穂」と名前で呼んだからだろうが、初対面なのになんのためらいもなく呼び捨てにした彼に心臓が跳ねる。

「いえ……、私には待ってる子がいますので」

「待ってる子ねぇ……。断りたいなら、ちゃんと俺の顔を見ろよ」

「……っ」

　この店で口説かれたことは何度かあったが、待っている〝子〟の効果が絶大なのか、皆あっさりと引いてくれた。シノブ曰く、男はそう言えば子持ちの女だと勘違いをするらしい。

「まぁ、どんな断り方をしても逃がすつもりはない」

「あっ、あの……だから待っている子がいますので」

「だからどうした。それに待っている奴を放ってバーに来ているのはおまえだろう？」

　あまりの正論を言われ、痛いところを突かれた真穂は返す言葉もなく、タバコを燻らせる男の顔を見る。

（こんなにかっこいい人が、どうして私なんかに声をかけるの？）

　言葉を失うほどの眉目秀麗な美しい男性を見た瞬間、真穂の心臓が大きく跳ねる。普段、なるべく人の顔を見ないせいか、この世のものだと思えないほどの彼の美貌にどうしていいのかわからなかった。

「やっと俺の顔を見たな」

「えっ……？」

　出会って数分のはずなのに、まるでどこかで会ったことがあると言いたげな物言いに驚く。一般的に考えても口説き文句であるはずなのに、どこか懐かしい気持ちになる自分がいた。

「俺について来られるよな、真穂」

「私……」

　男の口説きに耐えられず真穂は、いつまでもここにいてはいけないような気がして席を立ち、その場から逃げるように店を出る。彼に囚われてしまいそうな恐怖を目の前にし、いてもたってもいられなかった。
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「真穂ちゃん！」

　店を飛び出していく真穂に気づいたシノブが大声で呼んでも、真穂は足を止めなかった。なにがあったのかわからないが、真穂の様子からただごとではないと察し、シノブは気が気ではない。

　おそらくこの男が真穂になにかをしたのだろう。そう思ったシノブは彼を睨みつける。

　すると男はスーツの内ポケットから財布を取り出した。

「あなた、あの子になにをしたの。あの子は……」

「内気で人づきあいが苦手なんだろう」

「えっ……？」

　予想外だった男の言葉にシノブが驚いていると、彼は一万円札と名刺をテーブルに置く。

「来・栖・真・穂・の分も込みで。釣りはいらない」

「……あなた、いったい何者なの？」

「名刺に会社と携帯番号が書いてある」

　男はその言葉を告げると、すぐに踵を返して店を去って行く。その様子から真穂と男が初対面ではないと察したシノブは名刺に視線を落とし、驚きに目を見張った。

　しかも真穂の性格を理解しているところを見ると、やはりなにか事情があるように感じる。

「真穂ちゃんを追いかけましょうか？」

　そこで心配そうに真穂の背中を見つめていたバーテンダーが、シノブに声をかけた。

「……追いかけなくてもいいわ」

「えっ……？」

「さっ、仕事をしましょう」

　真穂を信頼しているし、なによりも男の身元を知り、追いかけないほうがいいような気がした。

（邪魔しないほうがいいわね。内気なお姫様のために……）

　事情はよく知らないし、真穂は彼を初対面だと言っている。けれどどうしてもそれだけではないように感じられた。





＊　＊　＊






（どっ、どうしよう……。お会計もしないでお店を飛び出してきちゃった)

　なにも考えもせず、店を飛び出して近くの公園に到着したものの、冷静になった瞬間自分の失態に気づき愕然とする。本当ならばお店に戻って会計を済ませるべきだとわかっているが、男と顔を合わせたくないので思い悩む。

　あんなに強引に口説かれたのも初めてだったし、軽くあしらおうとしても一歩も引かなかった男性は初めてだった。それだけに恋愛どころか人づきあいが苦手な真穂は追いつめられていた。

　そんなことを考えながらベンチに座り、うつむく。

「ここにいたのか？　真穂」

「えっ!?」

　ふいに自分の名前を呼ばれて顔を上げると、一番会いたくない男がそこにいた。

「あなたは……どうして？」

「逃がすつもりはないと言ったよな」

　真穂は身体を震わせながら逃げようとする。が、腕をつかまれたあげく唇に柔らかい感触が押しつけられていた。

（なに、これ……）

　あまりにも突然のことにびっくりしている間に、身体が男の腕の中に引き寄せられた。この状況についていけず、真穂はただ困惑するしかない。

「俺から逃げたんだから、キスをされても当然だよな？」

「なんで……」

「おまえが欲しかったからに決まってるだろう」

「その理由がわかりません」

　初対面の男性におまえが欲しかったと言われてもその理由を理解できるはずもなく、真穂は困惑するしかない。それに加えて初めてのキスまで奪われてしまった。

「理由はついてきたら教えてやる」

「そんな……」

「ついてこいよ、真穂」

「私は……そのっ……ひゃぁっ……」

　耳朶を軽く噛まれ、甘い声が出た。そんな真穂を見つめる男の優しい目に、鼓動がドキリと高鳴る。まるで恋人に向けるかのように甘く優しい瞳の色に、真穂の中に迷いが生じた。

　こんなにも強引に心に入ってこようとする人は生まれて初めてだった。

「場所を変えるぞ」

「えっ……？」

　今度は逃がさないというようにしっかりと手を握られてしまい、その手を振りほどけない。そんな自分さえも信じられないまま、これは一夜の夢だと心に言い聞かせた。







　公園から歩いて五分の場所にあるホテルに到着し、真穂は男とふたりきりになる。ついさっきバーで隣に座っていただけの男とこうしているなんて信じられない。

　白系の高級家具とソファが置いてある、落ちついた雰囲気の部屋に、大きなベッドが主張するように存在感を出している。

「酒を飲み直すか？」

「えっ……？」

「冷蔵庫に飲み物があるから、好きなのを取ればいい」

　冷蔵庫を覗きながらそんなことを言い放つ男に困惑したまま、どうすればいいかわからず立ち尽くす。そんな真穂に気づいたのか、彼は口端に笑みを浮かべていた。

「男とホテルに来たのは初めてなのか？」

「はっ、はい……。いつもはママが助け船を出してくれるから」

「過保護すぎるけど、おまえならそのくらいのほうがいいかもな」

　冷蔵庫から持ってきたワインをテーブルに置くと、手招きをして真穂を隣に座らせようとする。びくりと肩を震わせた瞬間、手を引かれた勢いでバランスが崩れた。

「あっ……ごめんなさい」

「おまえから俺の胸に飛び込んでくるなんて、大胆なんだな」

「ちがっ……」

　男の胸に抱きつくような体勢であることに気づいて顔が朱に染まる。と、男は耳元に唇を寄せてささやきかけた。

「抱かせろよ。真穂」

「えっ……？」

「セックスをさせろって言ってるんだ」

　あまりにも大胆で強引な口説き方に、驚愕と動揺にわななき言葉すらも出せなくなる。処女の真穂には想像もつかないことだし、太刀打ちができなかった。

「おまえが初めてだってことぐらいわかってる。優しくしてやるよ」

「でも、あなたのことなにも知らなくて……」

「なにも知らないから、大胆になれると思わないか？」

　そう言い放った男の言葉に心が揺れたと同時にくちづけられる。先ほどのキスとは違い、唇をこじ開けた舌先が口腔に侵入し、真穂を誘うようにゆっくりと歯列をなぞる。

「ふぁ……んっ……」

　淫らに蠢いた卑猥な舌に翻弄されて身体をがくがくと震わせる。その瞬間、男は真穂の細い腰を抱きかかえ、後ろのファスナーを降ろした。あっさりと下着姿にされてしまい、真穂の顔がカッと赤くなる。

「綺麗な肌だな。子供の頃とちっとも変わっていない」

「えっ……？」

「透き通るように美しいって言ったんだ」

　意味がわからず男の顔を見上げると、彼は真穂から視線をそらす。その様はまるで、拗ねた少年のようにも感じられてとまどうばかりだった。

「あまりかわいい顔をするなよ。ただでさえいじめたくなるほどかわいいからな」

「そんな、私……」

「男はそういう生き物なんだ。許せ」

　そう言いながらも悪びれた様子のないどころか、背中に腕を回してブラのホックを外す。胸を露わにされた羞恥で、身体が疼くように熱くなった真穂は自分がどうなってしまうのか不安でたまらなくなる。

「みっ、見ないでください……」

「綺麗なものを見ない男なんかいないだろう」

「……私は、綺麗なんかじゃありません」

　賞賛するかのように褒めたたえる男の言葉に耐えきれず視線を落とした瞬間、額に優しいくちづけを落とされる。愛しい恋人にするかのようなくちづけに翻弄されて甘く蕩かされていく。

「おまえは誰よりも綺麗だ。真穂」

「ちがっ……」

「自信のないところも、かわいくてたまらないけどな」

「なっ……！」

　まるで真穂のことを知っているかのように話をする男に鼓動がドキリと跳ね、本当の恋人になったかのような錯覚を起こす。それどころか昔から彼を知っているような錯覚すらも感じ、咄嗟に身体を背ける。

「やぁっ……」

　羞恥で逃げようとしたところを抱きかかえるように背後から抱きしめられ、両の乳房を揉みしだかれる。

「真穂の胸は本当に綺麗なんだな。おまえの肌が俺の手に吸いついてくる」

「ちがっ……」

「こんな綺麗な身体、俺以外に見せるなよ」

　もう二度と会うこともないであろう初対面の男性なのに、甘い言葉をささやかれただけで心臓が早鐘を打つ。どうしてこんなことを思ってしまうのだろうと考えようとするが思考すらも奪われていく。

「ひゃっ！」

「そんな色っぽい声を出して、感じたのか」

「違う……」

「ベッドでたっぷりかわいがってやるよ」

　首筋に歯を立てられ、男には逆らえないと感じてされるがまま身を委ねる。彼につかまってしまえばどうすることもできない。

　それがわかっていたから彼から逃げたかったのだとようやく気づいた。

「いい子だ。おまえは俺にすべてを預けていればいい」

　魔法にかかってしまったかのように彼には逆らえないと気づいた瞬間、優しいくちづけを受け入れる。

　きっと、二度と会うこともない人だからこそ、自分にもこんな大胆なことができるのだろう。真穂にできることはそう思うことだけだった。

「そんなに怖がらなくてもいいだろう。まぁ処女なら当然の反応だが」

「私、こんな経験、したことがないんです」

「そんなことはおまえを見ていればわかるし、それでかまわない」

　不安を取り除くかのように顔を近づけた男と視線が合うだけで、遠い記憶が胸の中で甘く疼く。そう感じたのはきっと彼が優しいせいだろう。

　口はすごく悪いし、初対面なのに平気で名前を呼び捨てにする傲慢な人。なのに不思議なほど優しさを持っていると感じながら、ベッドへと寝かせられる。

　服を脱ぎ捨てた男の身体を直視できず、真穂は視線をそらす。シェードランプのほのかな光だけが照らす中、裸でベッドに入ってきた男に抱きしめられる。

「かわいいな、真穂」

　組み敷かれた腕の中で真穂の耳元でささやきかけながら、甘く蕩けるようなくちづけに翻弄されていく。くちづけがこんなにも甘く感じるなんてありえないと思うだけで涙があふれてしまう。

「真穂は本当に泣き虫だな。俺の加虐心を煽っているのか？」

「……っ！」

　優しい指で涙を拭われ、男の美しい顔が真穂を見下ろしていることに気づく。いつもの真穂ならこんな状況すらも信じられないのに、素肌を重ねているだけで心地いい。

　そんな真穂に気づいたのか、男は真穂の額にくちづけてからもう一度キスをする。

「んっ……ふぁ……」

「キスに慣れてきたのか？」

「わかん……ない」

「もっと気持ちいいことを教えてやるよ」

　髪を撫でながらそんなことを言い放った男がもう一度くちづけてくる。と、舌先を口腔内へと侵入させ、淫らな動きで口蓋をなぞりはじめた。

「あっ……ふぁ……」

　すべてを奪うように舐め尽くされ、まなじりに涙が浮かぶ。こんなに卑猥なことをされているのに嫌ではない自分が信じられなかった。

　この男は自分を魔法にかけることができるのだろうか。そう思った瞬間、胸を揉みしだかれた。

「真穂、仁じんって呼べよ」

「じ……ん、さん？」

「俺の名前を教えたんだから、ちゃんと呼べるよな」

　こんな状況で教えられた名前は、どこかで聞いたことがある名前だった。そのことに気づいた真穂がなにかを思い出そうとした瞬間、胸を揉みしだいていた長い指先が尖端をつまむ。

「……どうして名前？」

「おまえを抱くからこそ、俺の名前を呼ばせたくなった」

「あっ……じ……んさっ……」

　乳頭をきゅっと捻られた衝撃にわなないた瞬間、首筋から鎖骨にかけてを仁の舌が淫らに這う。せつないほどの快感が真穂の全身を緩やかに包み、甘美な悦楽に漂う。

「真穂の胸は柔らかい。ずっと触っていたくなる」

「ふぁ……んっ……」

「いい女に育ったな。俺を惹きつけてやまない」

　淫猥な唇で乳房を吸いつくようになぞられ、尖端をぱくりと食まれる。それだけなのに身体に新たな悦楽を与えられる。自分がどうなってしまうのかすらもわからずに、真穂はただその快感から逃れる術さえも知らなかった。

　片手で背中を抱きしめた仁の手が素早くショーツさえも脱がしながら、あやすように真穂の身体をもてあそぶ。不埒すぎる指が太腿を撫で回し、秘めやかな部分に到達した。

「そこっ、だめです」

「だめじゃないだろう？　ここで俺を受け入れるんだ」

「じっ、仁さん！」

　自分でも触ったことのない部分からくちゅりとしたはしたない水音が響き、羞恥で涙ぐむ。いやらしい己の変化にとまどい身体を捻った瞬間、脚の中心に顔を埋めた仁が小さな秘粒を舌先で転がす。

「あっ……やぁ……」

「気持ちいいのか？　淫乱姫」

「ちがっ……」

「ここはそうは言ってないぜ」

「ひゃ……あっ……」

　次から次へとあふれてくる蜜液を舐め啜られ、甘い愉悦に支配された乙女は恥じらいながらも身悶える。けれど、逃げることは許さないというようにしっかりと腰を抱きかかえられてしまい、快楽の波に漂いはじめた。

　言葉では辱めているのに、全身に触れる手がひどく優しいから甘く蕩けるような官能の波にさらわれてしまう。

　もう二度と会うこともないからこんな大胆なことをしている。けれど、大切な人を抱くように扱われているのはわかっていた。

「真穂のココが蕩けてきたから俺を入れてやる」

「仁さん……」

　仁のような男性がもしも自分の恋人なら、内気で人見知りな性格も直せるのだろうか。そんなことまで考えながらこくりと頷くと、仁の唇が額に落ちてくる。

　普段の自分なら絶対にできない冒険だからこそ彼に身を委ねたい。そう思った瞬間、濡れた花壺に仁の肉茎が押し入ってくる。

「ひゃっ……んっ……」

「痛いなら俺に抱きついてろ」

「でも……あっ……」

　破瓜の傷みに必死で耐えようと仁の身体に抱きつき、蜜壁を擦ってくる灼熱の楔に穿たれる。何度も重ねられたキスはまるで真穂の傷みを吸い取ろうとしているようだった。

　こんなに素敵な男性なら恋人がいるかもしれないとぼんやりと考えるが、蜜壁を擦られるたびに思考すらも溶けてしまう。

　なにも知らない無垢な肢体に教え込むかのようにゆっくりと腰を動かした仁は、ナカをなじませていく。

「俺以外のことなんか考えるなよ」

「えっ……？」

「おまえのことならわかっている」

　まるで初めて会ったのではないような物言いをするのはどうしてだろうと考える。それほど仁に大切にされているような気がした。もしかしたらこれは現実ではなく夢なのかもしれない。花洞の中で蠢く熱杭に翻弄されながら、全身が蹂躙されていく。

「余裕があるなら、もっと奥まで俺を受け入れろ」

「ふぁん……あっ……」

「おまえは本当にどこもかしこもかわいくてたまらない」

　蜜液で濡れた狭い隘路を激しい動きで穿たれているのに、仁のくれるキスに蕩けされて意識が朦朧とする。激しさと優しさが混じり合うだけで、真穂は官能の海に溺れていく。

　組み敷いている仁の身体が動くたびに、剛直が蕩けてしまいそうなほど疼いている秘芯をめがけて突き進む。

「あっ……うっ……」

「気持ちよくなってきたのか？　そんなかわいい顔をして」

「わかん……な」

「綺麗になったな、真穂」

　自分を知っているかのように聞こえてくる仁の声を聞きながら、すべてを預けて眠りに落ちる。朝になれば消えてなくなる夢だと思いながら、彼の鼓動に包まれて――。







「ん……レオ？」

　布団の中でなにかが動いた気配を感じ、うっすらと目を開いて子猫の名前を呼ぶ。いつもならすぐに元気な鳴き声が聞こえてくるのに返事はなく、ぼんやりとしたまま天井を見上げた。

「ここはどこ……？」

　見慣れない白い天井と豪華な照明器具が目に飛び込み、慌てて周囲を見渡す。ベッド脇にある小さなシェードランプがほのかに照らし出す見知らぬ部屋と、自分の隣で男性が寝ていることに気づく。

（待って、これは夢なの……？）

　呆然としたまま目の当たりにした、目鼻立ちの整った美しい顔と、逞しい筋肉を持つ彼は、どこから見ても女性たちの憧れの的だろう。そんな人がどうしてと思った瞬間、身体に鈍い痛みを感じ、昨夜のことを思い出す。

（とにかく帰らないと……レオが待っているし）

　頭が混乱したまま追いついていかない真穂は、すぐに自分の服をかき集めて身につける。とすぐに財布からお金を取り出してティッシュに包むと、置き手紙と一緒に机の上に置き部屋を出た。

　もう二度と会うこともない男性だとしても、せめてこのぐらいはしたほうがいいだろうと思っていた。







　駅からタクシーに乗り、部屋に到着するとすぐにレオが飛びついてくる。早朝の時刻なのに甘えてくるレオは真穂の帰りを待っていたのだろう。

「ごめんね。レオ」

　もふもふとした毛並みを抱きしめ、涙が頬にこぼれ落ちる。ようやく夢の中から現実に戻れた安堵と罪悪感に胸を襲われ、いてもたってもいられなかった。

　いくら口説かれたとはいえ、会ったばかりの男性とセックスをしただなんて到底考えられないし、ありえないとさえ思う。その一方でどんなことが起きようが会社にいかなくてはならないとわかっている。

（どうしてあんなことをしちゃったんだろう。私……）

　いくら抗えなかったと言い訳をしたところで消せない事実なのだと身体に教えられ、罪悪感に苛まれる。けれど、日常に戻った真穂に立ち止まる暇はなかった。




　いつも通りの朝を過ごして会社に出勤する。有給は残っているがこのまま休んでしまえば彼のことばかり考えてしまいそうで、仕事に行くことに決めた。

　どんなに情熱的な夜を過ごしても、現実に戻れば彼に会うこともない。そう思っているのに甘く蕩けるような一夜が心の中に残っていた。

「おはよう、来栖さん」

　うつむきながら歩いていた真穂は、自分の名前を呼ばれ咄嗟に顔を上げる。そこにはにこりと微笑んだ佳乃がいた。

「おはようございます。もも……」

　佳乃に挨拶をしようとしたその瞬間、真穂の目にひとりの男性の姿が映り動揺する。

「えっ!?」

　高級感が漂うスーツを羽織った凜とした男性が颯爽と歩いている姿を、そばにいた女性社員たちがうっとりとした様子で眺めている。その姿を見たとたん、血の気が引いたように身体ががくがくと震えた。

「どうしたの？　来栖さん」

「えっ、あっ……」

「社長に恋でもしちゃったのかしら？　そういう子も多いみたいだし」

「しゃ、社長……ですか？」

　衝撃で目を瞠っている真穂に驚いたのか、佳乃が心配そうな表情をする。雲の上の存在として認識していたせいで、いまのいままで社長の顔を知らなかったのだ。

 （あの人が社長だったなんて……そんなの知らない）

　もう二度と会うこともない人だからこそあんなことができた。もしも彼が社長であると知っていたら一夜を共になんてしなかっただろう。

　しかしそれは真穂だけでなく彼もそうだったはずだ。バーで出会った女性が地味な真穂と同一人物だなんて気づくはずがない。そうは思うのだけれど、真穂は佳乃がいなければ泣き出してしまいそうだった。

「来栖さん、どこか具合でも悪いの？」

「いえ、昨夜はあまり眠れなかったのでそのせいです」

「そう。あまり無理しちゃだめだよ」

　心配してくれる佳乃に申し訳なさを感じながら、真穂は昨夜のことは心に秘めようと決意する。きっと、それですべてが収まるはずだと思う一方、軽率な自分の行動を悔やんでも悔やみきれなかった。

　少しでいいから人に興味を持つべきだった、社長の顔くらい知っておくべきだったと反省しながら、歩いて行く佳乃を追いかけた。







　総務部に到着して自分の席に座り、パソコンを立ち上げる。けれど仁が会社の社長であると知り、いまだに頭の中が混乱していた。地味な自分に彼が気づくことはないはずだと思うけれど、これからどうすればいいのかと途方に暮れてしまう。

　そこで課長と目が合ってしまい、仕事に集中できていないことを見透かされているような気がした。

「来栖、ちょっといいか？」

「はっ、はい！」

　どうやら真穂の予想は当たっていたらしく、昨夜から振り回されいる己に呆れてしまう。こんな状態だから課長にも叱られる始末なのだろう。

「申し訳ないがこの書類を至急、社長室に届けてくれないだろうか？」

「……えっ!?」

　叱られることを覚悟していたのに、課長の口から出た言葉に呆然とする。それよりもどうしてこのタイミングで社長室に呼ばれるのだろうと不思議でならない。

「とにかく、社長から直々にそう言われたのでお願いするよ」

「はい……」

　この状況で断るわけにもいかず、手渡された書類を受け取り一礼する。どんなに会いたくなくても仕事に私情を持ち込めないし、説明すらもできるはずがない。

（でも、どうして私に書類を届けさせるのかな？）

　普段の自分はバーに行くときの自分とはかけ離れているので正体に気づかれた可能性はほぼないはずだ。だからこそ真穂は余計に思い悩みながらエレベーターに乗り、最上階へと到着する。

　混乱と緊張の中、真穂は意を決して社長室のドアを開いた。

「来栖です、書類をお持ちしました」

「入れ」

　昨夜の声よりも固い印象がある声音。だけどその声が仁のものであるとわかり、意を決して社長室に入る。顔を合わせなければきっと自分だとわからないはずだ。

　真穂は心の中でそれを決意し、社長室に入る。

「課長から頼まれた書類をお持ちしました」

「どうして俺を置いて帰った？　真穂」

「えっ……？」

「なにも言わずに俺をベッドに残して消える。まるでシンデレラだな」

　少し甘さのある声に心臓が早鐘を打ち続け、どうして気づかれたのかと不思議でならない。

「どうして……それ」

「あたりまえだ。ついでに言うならおまえが社員だとわかっていたし、昨日の朝もエレベーターで俺と会った」

「……っ!?」

「人が怖くて、俺と目も合わせられなかったもんな。おまえ」

　声が似てるように感じたのは気のせいではなかったといまさらながら気づき、あのときエレベーターで背後の男性の顔を見なかったことを激しく後悔するばかりだった。

（ちゃんと顔を見ていれば、あんなことにならなかったの？）

　もしも顔を見る勇気があったなら少なくても社内の人間だとわかったはずだ。内気な自分が裏目に出たせいでとんでもないことになったのだと初めて気づく。

　それよりも真穂のことを知った上で彼は真穂を抱いたのだと知り、動揺する。

「申し訳ありません……」

「いや、そこはかまわないし、おまえに近づけるならむしろ好都合だからな」

「えっ？」

「真穂、俺と結婚してほしい」

　現実に戻れば会うこともないと思っていた男が実は会社の社長で、しかも自分に気づいていただけでも驚いた。なのにプロポーズをされるなんて、あまりにも青天の霹靂でしかなく、状況を整理するのが精一杯だった。
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「まっ、待ってください……」

　真っ白になっている頭をどうにか整理して紡げたのはその一言だった。が、真穂の混乱までを予測していたように仁が微笑んでいる。

「待てもなにも、会社の人間に手を出したんだ。当然、責任を取って結婚だろう？」

「そんなこと、急すぎます」

「俺の正体を知ってからじゃ、抱けなかったかもしれないしな」

　なんて強引なのだろうと開いた口が塞がらないが仁の言っていることは正論だし、真穂だってそう思った。つまり性格までも熟知している卑怯なやり方なのかもしれない。

　社長である仁がそこまで自分を見ていたことが信じられないが、彼の言葉は紛れもない事実だった。

「真穂がどんなに嫌がっても、かならず口説き落とすから覚悟しろ」

「でも、私は男の人と付き合った経験もありませんし」

「……あってたまるか。本当に鈍い女だよな」

　仁が小声で言い放った言葉に驚くが、すぐに罰の悪そうな顔をしたのも不思議だった。それがどうしてなのかわからず、真穂はただ呆然とするしかなかった。

「まぁ、それでもいいから俺のことだけを見てろ」

「…………」

　話はそれだけだと言うように、部署に戻っていいと言われて社長室を後にする。しかし、どうして社長にプロポーズをされるのか謎ばかりが残った。

　昨夜の仁の様子からは初対面ではないように感じられた。しかしそれは真穂を安心させるためだと思っていた。

　それなのに会社の社長であっただけではなく、自分を知っていたのだというから寝耳に水だ。

（どうしてもっと警戒しなかったの。私のバカ！）

　せめてエレベーターの中で振り返る勇気があればこんなことにはならなかった。そう思いたいがいまとなっては仁から逃げられなかったように思えてしまう。

　お酒が入っていたから思考が鈍っていた。そんなものは言い訳にしかならないし、取り返しがつかない。

（でも、どうして社長が私にプロポーズなんかするんだろう）

　冷静に考えてもありえないし、それでなくても目立たないように生きてきたはずなのにと不思議でたまらない。きっとこれはなにかの間違いで一時の気の迷いだろうと思うことが精一杯だった。







　ところが真穂の予想は大きく外れ、その日を境にして思いもしなかった毎日を送るようになっていた。

「真穂、今夜は俺とデートしないか？」

「……申し訳ありません。レオが家で待ってますから」

　最近の朝はエレベーターで仁とふたりきりになり、彼はこうやって真穂を口説いてくる。その攻撃をかわそうとして、ネットからの情報を鵜呑みにしてレオの名前を口に出す。

「レオって誰だよ。そういえばおまえ、家で待ってる子がいるって言ってたよな」

「えっ……、あっ……」

「どうせ飼っているペットなんだろう？」

「どっ……、どうしてそれを知っているのですか!?」

　ネット上には男友達の名前を出せばいいと書かれてあったのを鵜呑みにし、断る口実を作ったつもりが逆に追いつめられてあたふたとする。そこでふいに抱きしめられてしまい鼓動が大きく跳ねた。

　社内という場所でなんとも不謹慎だが、それよりもドキドキしている自分がありえない。「社長……だめですっ」

「おまえが俺に嫉妬させようとしたんだろう。その罰だ」

　罰と言いながらも甘すぎる仁に翻弄され、自分のしたことが失敗だったとうなだれる。と、そこでくすりと笑う声が聞こえて顔が朱に染まる。

「あまり会社でかわいいことを言うと、おしおきな」

「かわいいことなんて言ってません」

「本当に自覚のない女だよな。それはそれでかわいいと思う俺もどうかと思うけどな」

「社長はかわいいとか言いすぎです。それに私……人づきあいが苦手なのです」

　自分をかわいいという人間など知らない真穂は仁の言葉を信じられずに、ぷいっと顔を背けるのが精一杯だ。けれど、家族以外の人とここまで関わるのもいつぶりだろうと考える。

「少しずつでいいから、ありのままの真穂を見せてくれればそれでいい」

「えっ……？」

「人付き合いが苦手なら俺で慣れればいいから」

　まるで真穂の心を読んだかのように、そんな一言を呟いた仁にドキリと鼓動が跳ねてしまう。怖い……なのにもっと彼を知りたいそんな気持ちが真穂の中に生まれた。

「今夜、八時に〝chouette〟に来いよ」

「でも……っ」

「ママに顔を見せてやれよ。心配してたぞ」

「そういえば、あの日以来お店に行ってなかった……」

　仁がいつの間にシノブと仲良くなったのかわからないが、振り回されていたせいですっかり忘れていた。

　シノブから連絡もなかったのもあるが、きっと心配しているに違いない。だがあの日のことを思うと、行きづらかったのも事実だった。

「ただ酒を飲むだけだから、付き合え」

「…………」

「あの日のように、強引な真似はしないからそんな警戒するな」

　仁が口にしたあの日というのがすぐにわかり、真穂は顔を朱に染めてうつむく。そこでぽんと頭に手を乗せられて撫でられる。

　ふとしたしぐさに優しさを感じるのはどうしてなのか。恋を知らない乙女は困惑するばかりだった。

「気が向いたら来いよ」

「しゃ、社長？」

　そこでエレベーターのドアが開き、仁はそれ以上なにも言わずに降りていく。気まぐれすぎる行動に思えてならないが、実は真穂のことを気づかってくれているのだとわかるようになってきた。

（強引なだけならよかったのに、調子が狂うなぁ……）

　ひとりになったとたんため息がこぼれ、仁という男性が気になってしかたがない。誰にも関心を持つことができなかった真穂にとっては、その理由さえもわからずにため息をつく。

　そんなことを考えながらエレベーターを降りて、部署までの道のりを歩いていると前方に佳乃の姿が見える。どうしようかと迷ったものの、真穂は意を決して自分から声をかけてみた。

「……おはようございます。桃井さん」

「おっ、おはよう。来栖さん……。ちょっとびっくりしちゃって」

「すっ、すみません……迷惑ですよね」

「違う違う。来栖さんから声をかけられて、迷惑とか絶対にありえないから」

　少し照れたように微笑む佳乃が喜んでいるのがわかり、ほっと一息をつく。ちょっと前までなら自分から声をかけてみようなどと思わなかった。自分が話しかけても彼女を困らせるだけだと思っていた。

「それにしても、いいことでもあったのかな？」

「なっ、ないです」

「最近の来栖さんは、なにか変わりはじめているように思えるよ」

「そうでしょうか？」

　毎日のように仁から言い寄られているせいか、ちょっとずつしたいことを表現できているのかもしれない。だからこそ自分が変わったとかではなく、そんな気持ちが挨拶に結びついたのだと分析してみる。

　けれど、特に変わったとかではないような気がしてしまう。

「なんていうのかな……。自然体な感じがして、いまの来栖さんのほうが好きかも」

「えっ……？」

「かわいい子だなってずっと思っていたもの」

　思いもしなかった佳乃の言葉に驚きが隠せず目を丸くすると、彼女はくすりと微笑む。こんなことを言われるとは思っても見なかったし、どう反応していいのかわからなかった。

「そんなに身構えなくてもいいよ。ちょっとずつでも本当の来栖さんを見せてくれたら……」

「すっ、すみません」

「それより、早く部署に行かないと課長に叱られちゃうね」

　思い出したかのようにそう呟いた佳乃の背中を追いかけて部署へと行く。そこでふいに仁と佳乃が同じことを口にしていることに気づいた。

　自分なんか誰も見ていないと思い込んでいた。なのに、そんなふうに考えてしまうのは、佳乃の言うとおりなにかが変わりはじめているからだろうか。

　ふと脳内に浮かんだ疑問を打ち消すかのように、軽く頭を横に振った。







　部署に到着し自分の席に座った真穂は、すぐにパソコンを立ち上げていつものように仕事の準備をする。しかし、先ほどの答えを見つけ出すことができずに悶々とするばかりだった。

　人のことを考えるようになったのは、以前の自分からは考えられない。けれど。どうして変わったのかと聞かれると答えに悩む。そんな状況で仕事に身が入らず小さなため息をつく。　　　

（でも、どうして社長は私なんかに執着するのだろう……）

　それが最大の疑問であり、真穂を悩ませている問題でもある。そんな自分の思考に気づいて慌てて仕事に集中する。

「来栖、コピーを頼めるか？」

「はっ、はい！」

　慌てて返事をした真穂はすぐに立ち上がって課長の机へと向かう。と、課長に書類を手渡される。

「どうだ、最近……」

「えっ……？」

「ここのところ、仕事中にぼーっとしていることが多いだろう」

「すみません」

　心当たりがありすぎる真穂は己に苛立ちながらも、うつむくしかない。

「いや、別に責めているわけでもない。君の場合は仕事が丁寧だから」

「…………」

「ただ、悩みがあるなら俺に相談してほしい」

「……はい」

　なにかと気づかってくれる課長が心配そうに真穂を見る。その目に申し訳なさを感じて、仕事のことだけを考えていたいと思うのにうまくいかない。

「そんな顔しなくてもいい。別に怒っているわけじゃない」

「申し訳ありません」

「真面目なところも来栖のいいところだけど、適度に肩の力を抜けよ」

　その言葉を言い終えた課長に一礼をしてから、踵を返してコピー室へと行く。けれど、いつの間にか人のことで悩んでいる自分がありえなかった。







　会社が終業時間となり、一旦アパートに帰るとすぐにシャワーを浴びて出かける準備をする。少し前まで二週間に一度はバーに行っていたはずなのにと思いながら、足元にじゃれついてくるレオの頭を撫でる。

「なんだか、最近の私は私じゃないみたい……」

　ひとり言を漏らしてため息をつきながら服を選ぶ。いつもなら普段の自分とかけ離れた服を選ぶのに、仁がいると思うだけでためらってしまう。

「にゃーん！」

　そんな真穂を勇気づけようと鳴いたレオが愛しくて頭を撫で、子猫の視線の先にある服を手に取る。上品で綺麗なラインの白いワンピースは一目惚れして買ったものだった。

「レオはこれがいいのかぁ。しかたないこれを着ていこう」

　真穂の背中を押すようなレオの行動に勇気づけられ、ワンピースを身につけてメイクをする。迷いが消えたわけではないが、自分を変えるなにかを探してみたいと思いはじめていた。







　chouetteに到着しておしゃれな空間を見渡していると、シノブと目が合いにこりと微笑まれる。

「あら、久しぶりね。真穂ちゃん」

「この間はなにも言わず、お店を飛び出してごめんなさい」

「いいのよ。それにお代は彼が払ってくれたし」

「えっ？」

　シノブから聞かされた話に驚いていると店内に仁が入ってくる。その姿に心臓が高鳴りながらもそんな自分が信じられなかった。

「あらいらっしゃい、社長さん。真穂ちゃんと待ち合わせだったのね」

　すっかり関係を見抜いているかのように微笑んだシノブに恥ずかしさがこみ上げ、真穂はうつむくことしかできない。そんな状況でも隣に座る仁の気配を感じてドキドキしてしまう。

「ふたりともなにを飲むの？」

「俺はウイスキーのロックで、真穂はカクテルでいいか？」

「はい……」

「彼女にはブルームーンを頼む」

「はぁい！」

　にこやかに返事をしたシノブが踵を返して去って行くと、仁とふたりきりになる。正体がわかったいまでも、この空間で佇む彼はまるで知らない人のように思えてしまう。

「そんなに緊張するなよ。取って食ったりしねえから」

「そんなことを言っても、男の人とお酒を飲むなんて初めてです」

「やっぱりかわいいな。おまえは」

「かっ、からかわないでください」

　仁は真穂のことをかわいいと言うが、地味で目立たない自分のどこを見てそんなことを思うのかと悩む。けれど、ふとした仁のしぐさにときめいてしまうことに驚き、ありえないと否定する。

「その白のワンピースも似合うぜ」

「そんなこと……」

「おまえの肌が白いから綺麗なんだ」

「社長は褒めすぎだと思います」

　あまりの口説き文句に気が遠くなりそうになるが、決して嫌ではなくて恥ずかしいだけだ。けれど、そんな感情を持て余すしかできずに困り果てたところで、シノブがお酒を持ってやって来る。

「そんなことないわよ、真穂ちゃんは美人さんだもの」

「ママまでそんな……」

「いいじゃないの、本当のことだし」

　カクテルをテーブルの上に置くシノブはそんなことを言うと綺麗に微笑む。その姿を見ていると仁やシノブのほうがよっぽど綺麗だと思えてならない。

　そんなことを思いながらカクテルに口をつけ、真穂は辺りを見渡した。

「でも、真穂ちゃんに目を付けるなんて社長さんもお目が高いわ」

「こんなかわいい女なら誰であろうと譲るつもりはない」

「真穂ちゃんは愛されているのね。うらやましいわ」

「そっ、そんなことありません」

　心底うらやましいといった様子でため息をつくシノブに、ぶんぶんと首を横に振って否定する。そもそも仁のような素敵な男性が、自分を本気で口説いているなんてありえないだろう。

　そうは思うものの彼が向けてくる熱い視線が、真穂の肌を突き刺し、黙ったままでは居心地が悪い。

「それにしても綺麗な色のカクテルですね」

「うふ、このお酒にはちょっとした秘密があるの」

「秘密……ですか？」

「でもね、その答えは彼だけが知っているから私にはわからないわ」

　意味深な言葉に首をかしげるが、シノブは綺麗に微笑むだけでその言葉の意味を教えてくれない。だからこそ意味が気になるものの、仁に聞けるはずもなく黙り込む。

　そこでシノブが席を離れて常連客に挨拶に行くと、ふたりきりになった

「それはベッドの中で真穂だけに教えてやる言葉だしな」

「えっ……？」

「知りたいならいつでも教えてやるよ」

　耳元でささやく甘い声音に背筋がぴくんと跳ね、鼓動がうるさいほど跳ねる。けれど自分を落ちつかせる手立てすらない真穂が、その攻撃に耐えられるはずがない。

（私……どうしたらいいの？）

　頭の中で答えを見つけようとするが、お酒が入っているせいで思考力が鈍る。この前と同じ状況になっているのかもしれないとここでようやく気づいて脚が震えた。

「そんなに怯えるなよ、真穂」

「でも……」

「おまえはもう少し人に慣れたほうがいいと思うぞ」

「すみません」

　ぎこちない会話にうつむくことしかできずに、真穂はどうして自分はこんなにも情けないのだろうと落胆する。もっと上手に人と付き合えればよかったとこんな時になって後悔する。

　――でも、社長が昔から知っている人に思えるのはどうしてだろう。

　ふとした瞬間にそんなふうに考えてしまう自分が不思議でたまらなかった。

「なに、そんなに俺のことを見ているんだ」

「ごっ……？　ごめんなさい」

「真穂が俺に興味を持っている証拠だろう。謝るなよ」

「…………」

　笑いながらそんなことを口にした仁が蠱惑的で、胸をぎゅっと締めつけられる。けれど彼の隣にいることが居心地いいと感じはじめている自分にとまどってしまう。

「俺は真穂のすべてが知りたいけどな」

「かっ、からかわないでください」

「本気で俺のものにしたいと思う女はおまえだけだし、結婚を考えてくれないか？」

「社長……」

　あまりにもまっすぐに真穂だけを見つめてくる仁の瞳に、真穂は恥ずかしさと胸のときめきに葛藤するしかない。居心地のいい場所なのにどうしてこんなにも胸が騒ぐのか、真穂にはその理由がわからなかった。

「だから、人づきあいが苦手なら俺で慣れろ」

「ですが……」

「どんなことからも守ってやるから、俺に身を委ねろ」

　仁が差し伸べてくる手を取っていいのか迷いながらも、顔を上げるといつになく優しく微笑まれる。まるで吸い寄せられているかのようにその瞳に囚われたところで、指先が触れ合う。

「俺が真穂を変えてやるから……」

　一瞬だけ手を離そうと思案したが、仁のくれる言葉の魔力に逆らえず、とまどいながらその手に触れる。

　この気持ちがなんなのかわからない。けれど、本当に自分を変えてくれるような気がして、真穂は身を委ねる決心をした。










３











　仁に送ってもらい,アパートまで到着すると、彼は宣言通りなにもしないで帰っていく。あんなにも熱く口説かれたのだから、キスをされるのではないかと思っていたのに最後まで紳士的な態度で接してくれた。

　あの夜は強引に抱いたのにと思うと、少し拍子抜けしてしまう。

「でも、なんで社長はあんなことを言うのだろう……」

　仁が以前から自分を知っているのではないかと感じていた。その後会社の社長だと知り納得ができたのだが、いまはそれだけではないように思えてならない。

　ただの一社員というだけで、ここまで性格を熟知できるのだろうかと頭を悩ませる。……けれど。

「にゃーん」

「あっ、ごめんね。レオ」

　家に帰って来てから真穂にべったりなレオが不機嫌そうに鳴き、慌てて背中を撫でてやる。真穂を独占できない苛立ちなのかわからないが、最近はやたらと甘えてくるようになっていた。

　そんなレオが愛おしくて抱き上げるが、心の中は支配されているようで怖い。

「でも、本当に私……変わることができるのかな」

　自分を変えたいと思っても、性格を変えることが難しいと知っている。それだけに仁の言葉が耳に残ったまま、その日はベッドに入ってもなかなか眠れなかった。







　翌日、会社に到着した真穂はエレベーターの中で仁とふたりきりになる。

「おはよう、真穂」

「おはようございます、社長」

　ここ最近はためらうだけでは解決できないような気がして、真穂の中でなにかが変わりはじめている。そのことをちゃんと伝えなくちゃいけないのに、伝える勇気がない。

　どうしてこんなに弱虫なんだろうと呆れてしまうが、まだまだうまくいかない。

「今夜も飲みに行くか？」

「えっ……？」

　昨夜の翌日で誘われるとは思っていなくて、ふいに顔を上げる。と、いつの間にか仁の顔が間近にあり、鼓動が跳ねた。

　こんなに意識している自分が信じられないけれどかれのそばにいたいと思った。

「俺に身を委ねる決心がついたのか？」

「……結婚とか、まだ考えられませんが」

「それでもかまわないから、俺のものになれ」

　この気持ちの名前がなんなのかわからないまま静かに頷いた真穂は、腕の中に閉じ込められ、いつの間にか唇を奪われてしまう。

「昨日はなにもしなかったのに……」

「俺とのキスがそんなに欲しかったのかよ」

「ちがっ！」

「真穂を思ってやめておいたけど、その必要もなさそうだな」

　いじわるげにささやかれ、無意識に背筋がぴくんとしなる。これでよかったのかと思うが返事をしてしまったいま、なにもかもが遅いのだと震えながら、しだいに深くなるくちづけに戦慄いた。

「ふぁ……だめ、で……」

　社内だというのに強引すぎるキスが真穂を蕩かし、身体に力が入らなくなったところで抱きしめられた。

「かならず真穂を落としてやるから覚悟しろよ」

「えっ……？」

「身も心も俺だけのものにするって、宣言をしているんだ」

　少しぶっきらぼうな口調で呟く仁に呆然とするが、この人のそばにいたら自分を変えられるのではないかとわずかな期待を胸に抱く。それほどまでに守られていると感じたのは生まれて初めてだった。







　仁とのひとときを過ごしてから部署に到着し、パソコンを立ち上げる。と、そこに同期の澤部さわべ遙花はるかがやってくる。

　遙花とは同期入社だがほとんど話したことがないため、佳乃に用事があってきたのかと考えた。

「おはよう、来栖さん……」

「おっ、おはようございます」

「いつも部署に来るのが早いよね」

　遙花から声をかけられてとまどいながら返事をすると、彼女は綺麗に微笑む。こんなふうに挨拶を返すことさえもできなかったのだから不思議な気持ちになる。

「最近、なにかいいことあった？」

「えっ……？」

「なんか綺麗になったから、彼氏でもできたのかなぁと思って」

「かっ、かっ……」

　思いもしなかったことを言われた真穂は、顔がかぁっと熱くてうつむくことしかできない。

「来栖さんってもっとクールな人かと思ったら、かわいい人なんだね」

「かっ、かわいいって……」

「顔に出やすいし、かわいいなぁって思って」

「そ、そんな……」

　微笑みながらそんなことを口にする彼女に悪気はないとわかっているが、どう対処していいのかわからなくなる。そこで出勤してきた佳乃と目が合う。

「ほらほら、来栖さんが困ってるから少しは加減してあげて」

「って、おはよう。佳乃」

「気づくの遅いわよ、遙花」

　状況を察したかのように真穂と遙花の間に入ってきた佳乃が、助け船を出してくれる。そんな佳乃に感謝をしながらふたりのやりとりを見ていた。

「来栖さん、すごくかわいくなったと思わない？」

「それは思うけど、だからといって困らせてどうするの」

「だって……」

「ほら、早く自分の席に行かないと部長に怒られるよ」

　真穂と話し足りないと拗ねたような遙花だったが、佳乃に諭されて自分の席に戻っていく。ほっとすると同時に、もう少し言葉のキャッチボールがうまくなればいいのにと思う。

「少しずつでいいから、無理しないで」

「えっ？」

「来栖さんのペースで付き合ったらそれでいいと思うし、私だっているから」

　そう言いながら微笑む佳乃の優しさに胸が締めつけられ、彼女もまた真穂を見ていてくれたのだと気づく。うつむくばかりでなにも見ようとしてなかった臆病な自分だからこそ、それに気づかなかったのだといまならわかる。

　仁のことがあって人と関われるきっかけになったのだが、それが思わぬ発見をくれた。

「ありがとう桃井さん。澤部さんに話しかけられて驚いたけどうれしかったから……」

「来栖さんは、変わるきっかけをくれた人に恋をしているのね」

「あっ、その……」

「その彼はきっと素敵な人なんだろうな」

　佳乃から思わぬことを言われ、恥ずかしさで顔が朱に染まり火照り出す。たしかに仁は素敵な人だと思うし、真穂に変わるきっかけをくれた人だ。

　けれどその気持ちが恋かと聞かれたら、答えられない。

「そんなに顔を赤くしなくてもいいのに、来栖さんは本当にかわいい」

「そっ、そんな……」

「部署の女子たちだってそう思ってるんだから、みんな悪気はないから」

　真穂に合わせるかのようでちゃんと女子社員たちもフォローができる佳乃は、本当に優しい人だ。それを改めて感じながらパソコン画面と向き合うと、真穂は仕事に取りかかった。







　終業時間を迎えて帰宅しようとしたところで、待ち伏せしていた仁につかまり地下駐車場へと連れて行かれる。もはや社員に見られてもおかしくない行動に、鼓動がドキリと跳ねてしまい落ちつかない。

「今夜は朝まで俺とデートな」

「え？　……でも……」

「明日は土曜だし、レオが起きる前に送ってやるから俺の部屋に来い」

「……っ！」

　あまりにも情熱的な誘い文句を耳元でささやかれ、真穂の頬が朱に染まる。それと同時に逃げられないと確信した。

「その前にお姫様を喜ばせないとな。だから、もう少し待ってろ」

「ですが、いきなり泊まりなんて……」

「いますぐおまえが欲しくてたまらない。だからあきらめろ」

　傲慢な物言いなのに、どこか真穂を大事にしているとわかる仁の言葉に頷くと、唇に触れるだけのキスをされる。そこで胸の中がせつなさで埋め尽くされた。

（私、社長に恋をしちゃったの……？）

　ふと佳乃の言葉を思い出し、自分の気持ちが恋だと気づいた真穂は恥ずかしさのあまりうつむく。自分が恋をするなんて思ってもみなかったのにと、ためらってしまう。

　そこでエレベーターの扉が開くと同時に手を握られて、まるでお姫様をエスコートするように黒の高級車に乗せられる。仁の行動ひとつひとつに優しさを感じてしまうのは好きだからだと気づく。

　誰かに恋をすることなんてないと思っていた。それなのに……。

「そんなに緊張するなよ。いまさら」

「でも、社長ですし……」

「セックスをしておいて社長もないだろう。仁と呼べばいいし、敬語も必要ない」

「なっ……！　なっ……！」

　あからさまなことを言われて口をパクパクさせた真穂をよそに、仁が蠱惑的な笑みを浮かべる。その様子からは恋に不慣れな真穂とは違い、大人の余裕すらも感じられた。

「そんなに驚くことか？　事実だろう」

「いくらそうでも、言わなくてもいいのに……」

「本当に恥ずかしがるな。おまえは」

（このやりとり……私、知ってる）

　どうしてそんなことを思うのかわからないが、遠い過去の記憶を呼び覚まされたようで不思議な気持ちになる。仁のそばにいると、どうしてこんな気持ちになるのだろうとふと考えてしまう。

「どうした？　そんなに俺を見つめて」

「いえ、なんでもありません」

「かまわないけど、運転中に誘惑したらどうなっても知らないぞ」

「そんなことしてません」

　真穂が誘惑することなどできるはずがないのに、からかうように言い放たれて心臓が大きく高鳴る。それでなくても恋に気づいたばかりの乙女には到底難しいことだと思うが、仁が困ったようにため息をつく。

　知らないうちになにかしてしまったのだろうか。真穂は呆れられてしまったのかといまにも泣き出しそうになる。

「本当にわかってねえよな。その顔が俺を誘惑してるって」

「えっ……？」

「自分の泣きそうな顔がどんなに男を煽るのか、身を持って教えてやらなきゃいけないな」

　少し機嫌の悪そうな声でそう言われても、真穂はただ驚くばかりでなにもできない。その小さなすれ違いで胸が痛むなんて初めてのことだった。

　自分の気持ちにすらもついていけないのに不安でたまらなくなる。そんな真穂の気持ちも知らず、仁が駐車場に車を停めた。

「あの……、こんな格好でいいんですか？」

「今日は飯を食べるだけだし、気にしなくていい」

「でも、ドレスコードとかあるんじゃ……」

「真穂はそのままでも綺麗だから問題ない」

「そんな……」

　いくらなんでも地味なスーツ姿で高級レストランには入りづらく抵抗を試みる。が、仁はお構いなしに真穂を車から降ろし、王子様のように微笑む。

　その微笑みは恋を自覚したばかりの乙女には十分すぎるほどに破壊力がある。

（こんなことになるなら、せめておしゃれぐらいしてきたのに……）

　幸いコンタクトだけは鞄に常備しているが、それでもいまの服装は高級レストランに入店するには地味すぎる。そんな乙女心に揺さぶられながらも仁の手を振りほどくことができなかった。

　仁が好きだと気づいただけで自分が恥ずかしくなるのは、それほど彼が魅力的だからだろう。

「でもそんなに気になるなら、いつ俺に誘われてもいいようにしろ」

「社長……」

　複雑な乙女心を読んだかのように耳元で甘くささやいた仁の言葉に、また心を揺らされる。思えばあの夜から仁の優しさを感じていたはずなのに、気づかないフリをしていたのだといまならそれがわかってしまう。

「でも、一番綺麗なおまえは俺しか知ることはないな」

「えっ!?」

　なにを言われているのかわからず呆然としたところでエレベーターに乗り、会話が途切れたまま地上から離れていく。ライトアップされている周辺の景色がおもちゃのように小さくなっていくのを眺めながら、自分の感情を持て余すしかなかった。







　エレベーターが到着した瞬間、白で統一されたおしゃれな空間と窓いっぱいに広がった夜景に目を奪われる。ドレスアップをした男女がそれぞれ優雅に食事を楽しんでおり、心地いいクラッシックの音楽に耳をくすぐられた。

「お待ちしておりました、江成様。お席はこちらにご用意させていただきました」

「急な予約ですまない」

「とんでもございません。いつもご利用いただいてますので」

　にこやかに微笑みながら一礼をした男性店員に案内をされ、窓からの景色が一望できる席に座る。煌びやかなシャンデリアに照らされた美しい店内を見渡し、まるでお城のようにさえ感じられた。

　こんな場所に来るならお姫様のようなドレスがふさわしいと思いながらも、変に思われないかと不安でならない。そんなことを考えながら席に座ると、男性店員が目の前のグラスに食前酒を注いでいる。

「真穂は食べたいものあるか？」

「いえ、特にありません」

「じゃあ、俺が決めてもいいな」

「……お願いします」

　メニューを見ながらてきぱきと決めていく仁の姿に見惚れて頬が熱くなる。どうして彼のそばにいるだけでこんなにもドキドキするのだろうと考えるが、その一方で自分よりも素敵な女性がたくさんいるのにと気分が沈む。

「なんでそんな顔をしてるんだよ」

「えっ……？」

「まだ服装のことで拗ねてるのか？」

　笑いながらそんなことを言う仁の顔をまともに見られずにうつむく。さっきのやりとりを気にしてくれていると思うと、胸がきゅんとせつなく疼いた。

「こんなお店に連れて来てもらったのにふさわしくない自分が嫌で……ごめんなさい」

「そんなに気にするなよ。また連れて来てやるから」

「社長……」

　真穂の不安をすべて包みこむかのように、優しさをくれる仁の言葉が胸に染みる。だからこそ彼に惹かれたのだろうかと思案するものの、答えがわからず食前酒に口をつけた。

「今日はどうしてもおまえをここに連れて来たかったんだ」

「えっ……？」

「ちゃんとしたデートをしたかったよ。おまえと」

　少し拗ねた口調に驚いて呆然とし、そこで仁の年齢が自分と近いのではないかと考える。普段は洗練された大人の男性だと思っていたはずなのにと不思議な気持ちになった。

「社長はおいくつなんですか？」

「真穂が俺に興味を示すなんて、初めてだな」

「すっ、すみません」

「そこは謝るとこじゃねえし、おまえと同じ二十五だ」

　自分と同じ年だとは思っていなかっただけに驚いて、失礼なことを聞いたのかと落ちこむ。けれど、どうしてこんなにも気になっているのか自分でもわからなかった。

「だから落ちこむなよ」

「でも、失礼なこと聞いてしまったので……」

「そんなことねえし、おまえの知りたいことなら全部教えてやる」

　真穂への思いやりが感じられるその一言に鼓動が跳ねたところで、綺麗に盛りつけられた料理が運ばれてくる。魚と肉のそれぞれのメイン料理の美しさに目を奪われ、香ばしい匂いに鼻腔がくすぐられた。

「とりあえず肉と魚をどっちも頼んだけど、うまいから食べてみろ」

「はい……」

　仁に薦められるまま口にすると肉の旨みが口腔いっぱいに広がっていき、幸せな気持ちになる。そこで自分を真剣に見つめるまなざしに気づいて、どうしていいのかわからなくなってしまう。

　なにをしていても彼が気になってしまうほど、自分の気持ちが育っていたのだとこの瞬間、真穂は自覚するしかなくフォークを口にする。

（それにしても社長が同じ年だなんて信じられないな）

　なんでもないフリをして食事をしているが、仁のことを知るたびに胸がせつないほど締めつけられる。自分が男性に恋をするなど夢にも思わなかっただけに真穂はいまこうしていることが信じられなかった。

　過去の経験から男性が苦手だったし、恋愛とは無縁のまま生きていく。そう思っていたのに不思議でたまらない中で仁との食事を楽しもうと心に決めた。







　食事を終えてレストランを後にし、仁の住んでいるマンションに連れて行かれる。さらりと宣言通りに行動する仁に翻弄されながら、黒で統一された男らしい部屋を見渡す。

「それにしても今夜の真穂は俺を誘いっぱなしだな」

「ちが……っ」

「今夜は帰してやれないから、覚悟して俺のものになってろ」

　仁が口にした言葉の意味を理解できないまま背中を抱きすくめられる。心臓が壊れそうなほどバクバクと音を立て、聞こえてしまわないかと不安になった。

「この間は俺のことを教えなかったけど、今夜はたっぷり教えてやる」

「……っ」

「だから思いっきり俺に愛されてろ」

　耳元でささやかれるその言葉に全身が熱くなり、力強い腕に抱きしめられながら耳朶を食まれる。そんな自分が怖くてまなじりに涙が浮かんだ瞬間、視線をそらせなかった。

「そのかわいい泣き顔が俺を誘っているんだろう。そのぐらい自覚しろ」

「えっ……？」

「本当にしょうがない奴だな。本当に」

「ひゃっ……」

　いじわるなのに甘い声音が響いた瞬間、耳朶を軽く噛まれ驚きで声をあげる。男性を好きになった経験すらもない真穂は、ただ仁に翻弄されるばかりだった。

　そこで抱き上げられて身体が宙に浮いた瞬間にくちづけをされ、身体を戦慄かせる。舌を絡めとるような獰猛なキスに溺れた乙女は顔を朱に染めながらくちづけを受け入れるしかできない。

「ふぁ……んっ……」

「かわいい声、もっと聞かせろよ」

「恥ずかしい……」

「俺しか聞いてないんだから、そんなに恥ずかしがるな」

　額に落とされるキスにドキドキしながら寝室へと連れて行かれ、ベッドに降ろされて何度もくちづけられる。

「おまえのなにもかもがかわいくてたまらない」

「そんなことありません。むしろ目立たなくて……」

「そんなことねえだろう。真穂は誰よりも美しい」

　啄むような甘いキスの合間に身も心も蕩かされ、ゆっくりとブラウスのボタンを外されていく。下着に隠された双丘を暴くようにブラジャーのホックが外されてしまい、白い乳房がこぼれる。

　男の卑猥なまなざしに震えが止まらず腕で胸を隠そうとしても、すぐにほどかれてしまい真穂を快楽へと誘う。

「隠したら一番綺麗な真穂を見られないだろう」

「でも……」

「ほかの野郎にこの綺麗な裸を見せたらおしおきだけどな」

「ふぁ……んっ……」

　淫らすぎる指の動きで乳量をなぞられて甘い声をあげる。仁が触れるところすべてが蕩けるように熱くて、無意識に腰を揺らしてしまう。

「こんなにはしたない動きをして、俺を煽ってる自覚がないんだよな。真穂」

「ちがっ……社長がっ」

「俺のせいじゃなくて、真穂がいやらしい身体なんだろう」

「ひゃっ……あっ……」

　強弱をつけて揉みしだいてくる熱い手のひらに蹂躙されてめまいのような悦楽が真穂の肢体を甘く蕩かしていく。胸の尖端がはしたないほど疼き、ピンと立ち上がってしまう。

　恥ずかしい。なのに信じられないほど仁の指に導かれて乙女の官能がくすぐられていく。

「このいやらしい乳首も勃ちあがって……、いい眺めだ」

「やっ……」

「嫌じゃなくて気持ちいいんだろう」

　首をふるふると横に振り否定するが、痺れるように蕩けされていく身体が仁の指に反応して熱を持つ。初めての時は与えられる快楽に耐えることが精一杯だったのに、溺れてしまいそうで怖い。

「それとも、このいやらしい乳首を舐めてほしいのか？」

「だめぇ……」

「こんなにうまそうに食べてってねだってるのにか」

「いじわるしないで……」

「そんな泣きそうな顔で懇願しても、誘ってるとしか思えないぞ」

　尖端を甘噛みしながらいじわるに責めてくる仁にドキドキが止まらず、心臓が早鐘を打ち続ける。これ以上淫らな自分を晒したくないのに、身体が真穂の意思に反して、熱を帯びて腰が打ち震えていく。

「おまえがかわいすぎるからいじめたくなるんだろう」

「えっ……？」

「男が女をいじめたくなる理由なんてそんなもんだ」

　身体に与えられていく悦楽のせいで真っ白になった頭に、仁が言い放った言葉が引っかかる。なのにその意味を考えたくても甘いキスの雨が降り注ぎ、なにも考えられなくなってしまう。

「ふぁ……んっ……」

　口腔に差し込まれた舌先に掻き回されながら無骨な手のひらで胸を撫で回され、逞しい腕の中に溺れていく。想像もつかないほどの淫猥な男の身体に包みこまれ、真穂の中に眠っていた女の本能が目を覚ます。

　そこで腰を抱きかかえられてショーツを脱がされる。恥ずかしくて顔をそらすのに仁の指と舌が真穂の全身を淫らになぞり、甘く蕩けた下腹部へと到達する。

「もうこんなに濡らして、そんなに気持ちいいのかよ」

「ちがっ……んっ」

「ついこの間まで処女だったとは思えないほどいやらしいな、真穂」

　くちゅりとした卑猥な水音が耳に響くだけでまなじりに涙が浮かび、身体を捩って仁から逃れようとする。けれど執拗に追いかけられて腰を抱きかかえられてしまい、舌で蜜襞をなぞられてしまう。

　逃げようとすればするほど与えられる官能にじわりと蜜液があふれ、真穂は己の淫らさを恥じる。せめて好きな人には恥ずかしい自分を見せたくないのに、次々と襲ってくる甘美な悦楽に身体が甘く蕩かされていく。

「あっ……ふぁ……」

「指と舌、どっちがお気に召したんだ？　淫乱姫」

「わかんない……」

「わからなくないだろう。真穂」

「ひゃっ……あっ……」

　秘粒に息を吹きかけられるだけで真穂の身体中が甘く淫らに蕩けていき、花芯からはとめどなく蜜液がしたたる。恥ずかしいのに緩やかな官能の波にたゆたいながら喘ぎ続け、己を征服しようとする男に身を預けた。

「もうそろそろ挿れてやるか。俺を欲しがってるみたいだしな」

「ふぇ……？」

「そんなかわいい顔をしてるおまえが悪い」

　額にくちづけを落としてから真穂の身体を離した仁は、すぐに服を脱ぎ捨てて裸になる。筋肉質の男らしい身体を直視できなくて、恥ずかしさに脚が竦む。

　それなのにこの先を知っている身体がはしたないほど疼きはじめた。

「本当にかわいくてたまらないな、真穂。期待してるのか？」

「違います……」

「おまえの身体はそうは言ってないだろう？　なにを恥ずかしがっているんだ」

「あっ……」

　いきなり首筋に歯を立てられた衝撃に背中をのけぞらせると、身体を抱き起こされてキスをされる。好きな人の腕の中にいる現実に、真穂はただ泣きたくなった。

「そんなに泣きそうな顔をするなよ。もっと気持ちよくしてやるから」

「えっ……？」

「俺のほうがおまえを抱きたくてたまらないんだ」

　すでにいきり立っている肉茎を臀部に押し当てられてしまい、びくびくと快感に震える。自分はこんなにもはしたないと思い知りながら彼を受け入れたいと思う。

　何度もされる甘いくちづけに逆らえないと感じた瞬間、蠱惑的な笑みを浮かべた仁は真穂を横たわらせると同時に、狭い隘路に肉茎を押し入れた。

「あっ……んっ……」

「俺がどんなにおまえを欲しがっているかわかるだろう」

「わかんない……」

「わからないならわかるまで教えてやるよ」

　蜜路を擦りつける灼熱の楔に翻弄されながらゆっくりと穿たれ、つながった場所からせり上がってくる快感が真穂を支配する。熱く蕩けた花洞にじっくりとかたちを覚えさせるかのように腰を動かしてくる仁に翻弄されたままだった。

「んっ……はぁ……」

「おまえのナカは気持ちよすぎだろう」

「あっ……だめぇ……」

「ここを突かれるのがいいらしいな。真穂」

　媚肉を打ちつけてくる剛直が、強弱を付けて乙女の秘壺をもてあそぶ。それだけで真穂の肢体がじわじわと快感に溶ける。うっすらと滲んだ互いの汗さえも絡め合い、激しく突き上げられながら乱れていく。

「本当にかわいいよ。真穂」

「はぁ……んっ……」

「おまえはもっと俺に溺れちまえばいい」

　速度を速めて突き上げてくる肉茎の存在に圧迫され、真穂を支配するのが仁であると確かめる。うっすらと見えるのは精悍で逞しい、眉目秀麗な男だった。

　なによりも大人になってから初めて恋をした人だと気づく。自分の中にいる女を目覚めさせるかのように屹立した熱杭を打ちつけられた。

「俺のかたちをしっかりと覚えろよ。ここにほかの男を入れないように」

「ふぇ……」

「真穂は俺だけのものだ。いいな」

　命令口調の仁に素直に頷くと、ご褒美のような甘く蕩けるくちづけを注がれる。断続的に与えられる快楽に肢体が蹂躙されて、真穂は意識が朦朧とする。

　絶え間なく続く抽挿に痺れていく乙女の身体が愛しい男を包みこみ、淫らな愉悦にたゆたう。

「んっ……はぁ……」

「いい子だな、真穂……。このまま俺のものになれ」

　いちだんと激しさを増した存在に蹂躙されて意識を手放す。そこで優しく抱きしめられたのは気のせいなのだろうかと思いながら、真穂はすべてを預けた。







「んっ……」

　目を覚ますと同時に眩しい光が目に飛び込み、真穂はそっと目を開ける。いつ眠ったのかすらわからないほど曖昧な記憶を辿る中で、隣にいる仁の寝顔に気づいた。

「社長……」

　その存在を確かめるかのように口にしたところで、肩が少し冷たくなっている。そこで自分が裸であることに気づいてベッドから起き上がろうとした。

　仁の部屋で裸のまま眠っていたのは破廉恥にほかならないが、せめてブラウスを羽織らないことにははじまらない。そう思った真穂はベッドから起き上がる。お互いの服が散乱している床からそれ拾おうと腰を屈ませたその時、ベッドの下になにかあることに気づいた。

　気になってそれを拾い上げると写真だった。




「この写真にはおばけが写っているから、絶対に買うなよ」




　小学校の教室でそう言い放った少年の声と、その写真に写っている少年と幼い頃の自分……。そして隣にいる男の無防備な寝顔がなにを物語っているのか、嫌でも気づく。

（社長が佐伯くんだったなんて……そんなの知らないっ）

　仁の苗字は江成だし、大人になった少年を思い浮かべたことすらもなかった。しかし、手に持っている写真とその寝顔を比べるまでもなく、胸の中にある不安が真穂を責める。

　そこで後ろから抱きしめられてしまい、全身を戦慄かせた。

「こんなに身体を震わせて、怖い夢でも見たのか？」

「えっ……？」

「俺が守ってやるから、そんなに怯えなくていい」

　真穂を包みこむような優しさは本当の彼を知っても変わらない。それどころかより強く守られているとさえ感じてしまう。

　その優しさに恋をしたのにそれが自分をいじめていた少年だと気づいたとたん、ぬくもりが冷めていく。なのに抱きしめられる腕の中が温かく、そのぬくもりから逃れることができなかった。










４











「社長が佐伯くんだって、どうして気づかなかったんだろう。私のバカっ」

　やっとの思いで仁の部屋から自分のアパートへと帰って来てから、真穂はその事実に胸を痛めながらひとり言を呟く。よく考えていればこんなことにはならなかったし、そもそも勤めている会社の社長なのに、顔も知らなかったのは真穂の落ち度だ。

　どんなに考えても、結局は自分が悪いとの結論に至り、後悔するしかない。

「あんなところに写真があるってことは、社長も私に気づいているんだよね」

　幼い真穂をおばけだと言い放った張本人が、自分よりも先に気づくなんてありえない。だがそれ以上に信じられないのは、プロポーズをされた上に処女を奪われたことだった。

　いじわるをされているはずなのに、信じられないほど優しく包みこまれてしまい困惑するしかない。

（でも、佐伯くんだったら……会社の社長になっていてもおかしくないのかも）

　クラスの中心的な人物だった少年の頃を思い出すと、いまの彼が社長でもおかしくない。実際に女子生徒たちの憧れの存在でもあったし、男女問わず頼りにされていた。

　けれど真穂にだけはいじわるで、なにかにつけてやたらと彼にかまわれる。いま思えばからかわれる程度だったが、真穂にとっては怖くてたまらない相手だった。

　そんなことを思い出してしまい、無意識に首を横に振る。

「もっと早くそのことに気づけたらよかったのに……」

　いくら考えても胸の痛みは収まらずに、ベッドに横たわっているのになかなか寝つけなかった。







　ほとんど眠れないまま朝を迎えた真穂は、じっとしていられなくてベッドから起き上がる。同級生たちと顔を合わせるのが嫌で、地元から離れた場所に就職した。

　なのにどうして、一番会いたくなかった仁と再会してしまったのだろう。そのことを考え、これからどうしたらいいかとため息をつく。

「にゃぁん」

　そんな真穂を心配するかのように鳴いたレオの頭をそっと撫でる。どうやら真穂からなにかを感じ取ったらしく、その優しさがうれしかった。

「大人になった佐伯くんは、いじわるな時もあるけれど、優しいから……」

　心配しているレオに聞かせるかのように呟いた言葉にはっとして、無意識に仁をかばっている自分に驚く。胸の痛みが恋心のせいだと気づき、頬に雫がこぼれ落ちた。

　そこで涙を拭おうとしているレオに気づき、慌てて手の甲で拭う。

「ごめんね、レオ。いま、ゴハンの支度をするからね」

「にゃあ？」

「私なら大丈夫だから、心配しないで」

　真穂は自分に言い聞かせるようにそう呟いてから、沈んでいる心に鞭を打って朝食の準備をする。子供の頃なら無責任に逃げられたとしても、大人になったいまはそれができない。だからこそ逃げてはいけないような気がして、真穂は心の痛みと向き合う決心をする。それが間違っているのかわからないが、いまの真穂にできることはこのぐらいだった。




　いつも通りに会社に出勤し、女性社員たちが群がっている様子を目の当たりにする。ついこの間まで自分には関係なかった光景なのに、真実を知ってしまえば胸が痛む。

　思えば小学生の頃だって仁はクラスの女子たちに囲まれていた。そこに気づくとなにも変わっていない。

　なのに、スーツを着こなした仁は圧倒的にかっこよく、大人の男性に見えた。

「あー、社長って本当にいい男よね。あんな人が彼氏だったらいいのに」

「だめだめ。社長には初恋の子がいるから絶対に私たちなんて相手にしないよ」

「そこもすごく魅力的じゃない。だってその人は大人になってからもずっと愛され続けているんだよ」

　そこで聞こえてきた女性社員たちの声に脚が竦み、大きな衝撃を受ける。もっとも社長の顔さえも知らなかったのだから、真穂の耳に仁の噂が届くはずがない。

（私、本当に社長のこと……なにも知らなかったんだ）

　胸に刻まれた事実が苦しくて、その場を立ち去ることしかできずに女子更衣室に行き、着替えを済ませた。







　いつも通りの時刻にエレベーターに乗り、仁とふたりきりになる。さっきまでは遠い人のように感じていたのに、いつの間にか身体を壁に押しつけられて腰を抱きかかえられていた。

「社長……だめです」

「なにがだめなんだ？」

「ここは会社だかっ……」

　ふたりきりの密室だといえ社内であることには変わりがないのに、仁がキスで唇を塞いでくる。抵抗できないほどの甘く蕩けるキスに溺れて、真穂は混乱するしかない。

　初恋の人をずっと思っていると噂があるのに、どうして自分にこんなキスをしてくるのか、その真意がわからなくて思い悩む。まるでその噂の女性が自分であるかのように思えてしまうことが悲しくて胸がせつなくてたまらない。

「キスをしただけで、こんな顔をするのか？」

「ちがっ……」

「俺に抱かれて、感じているときの顔をしているくせに」

　耳朶を甘噛みしながらささやいてくるいじわるな言葉に、昨夜のことを思い出して全身が熱く火照り出す。

（これから仕事なのに、そんなことを言うなんて……）

　いじわるをされているだけだろうかと思うのに、抱きしめる腕が優しすぎて困惑する。だからこそ、ありえないことだとわかっていても、ほんの少しは愛されているのではないかと期待してしまう。

　そんな自分の思考を打ち消したいのに、頭の中が真っ白でなにも考えられない。

「昨夜のことを思い出して、身体を火照らせているのか？　真穂」

「あっ……ふぁ……」

「そうやって俺に抱かれたことだけを考えてろ」

　これ以上甘やかされるのが怖いのに、ずっとこの腕の中にいたいと願う。そんな自分に困惑するばかりだった。

「それはそうと今夜も俺の部屋に来るか？」

「えっ……？」

「と、言いたいけど用事があるから、おとなしく待ってろ」

　どうやらからかわれたらしいとわかり、真穂は一瞬でもドキドキした自分を恥じてうつむく。その瞬間、額にくちづけられてしまい、心臓が壊れてしまいそうなほど高鳴る。

　ずるいぐらいに優しさをくれる仁の行動が乙女心を揺らし、せつなくてたまらなかった。

　なにごともなかったかのようにエレベーターを降りて、去って行く仁の姿を見送りながら小さなため息をつく。なのに、彼に触れられた場所が熱く疼いてしまいどうしていいのかわからなかった。

　朝からキスをされた経験は何度かある。なのに今日に限って、恋人にするかのようなキスをしたのか不思議でならない。

　そこですれ違いに男性社員が通り、真穂は恥ずかしさからうつむくことしかできなかった。







（もう、どうしていいのかわからないよ）

　恋愛がこれほど難しくてややこしいとは思ってもみなかった。なのにいまだに鼓動が早鐘を打ち続けてしまいとまどうばかりだった。

　そんな状況で部署に移動するが、この状況でも仁のことを考えてしまい、仕事が手につかずに、いくら思案しても答えにたどりつけずに思い悩んでしまう。

　そんな自分が嫌でたまらずにいると、心配そうにこちらを見ている佳乃と視線が合う。

「今日は元気がないみたいだけど、なにかあった？」

「えっ？」

「悩みでもあるように思えて、私、ちょっと心配になって」

「ごめんなさい」

　佳乃に心配をかけたくなくて咄嗟に謝ると、彼女は真穂を見て少しだけムッとした表情をする。

「ここは素直にありがとうでしょ？」

「桃井さん……」

「来栖さんは悪いことなんかしてないし、むしろ悩みがあって当然じゃない」

「…………」

　悩みがあって当然と言い切る佳乃がにこりと微笑んだだけで胸が温かくなり、少しだけ落ちついてくる。それは遠い昔を思い出させるには十分だった。

（あれ？　どうしてこんなことを思うんだろう……）

　胸の中に閉じ込めていたなにかがあふれてくるような感覚に驚き、それがどうしてなのか見当もつかない。ただ、懐かしい痛みが真穂の心を温め、真綿で優しく包みこまれていく。

「来栖さん、もしも本当に具合が悪いなら、無理しないで」

「大丈夫です。少し考えごとをしてただけだから」

「私でよかったら相談に乗るから、ひとりで抱え込んじゃだめだよ」

　にこりと笑いながらそんなことを口にした佳乃の励ましにとまどいながらも、どうしてそんなふうに思ったのかを考える。だが、答えがわからずモヤモヤとしたままパソコン画面に視線を移した。

　仕事中なのにいつまでも囚われているから佳乃に心配をかけてしまう。そんな歯がゆさを感じながら、仕事に集中しようと決めるが思うようにいかず、胸が苦しくてたまらなかった。　　　　　







　もどかしい気持ちのまま終業時間を迎え、ほっと一息をつく。ほとんど仕事に身が入らず頭の中がぐるぐるとしていた。

　自分をいじめていた相手との再会だけでも思い悩むのに、それ以上に真穂を苦しくさせているのは仁が甘く迫ってくるからだ。

　恋心を自覚して間もない乙女は身動きさえもできずに悶々とし、感情のコントロールさえもままならない。

　いくら考えても自分では解決できない問題から逃れたくて、真穂はぎゅっと胸が締めつけられる。どうしようと考えたあげくアパートに帰り、着替えてから出かける。

　いつもなら迷わずにシノブの店に行くが、仁と会った場所に行く勇気すらもない。行きたい場所もどこにもないし、会いたいと思う人もいない。そんな自分が寂しくてしかたがなかった。

　もしも友達がいたら、こんなときに相談に乗ってもらえたのかもしれない。佳乃との会話が尾を引いているのだろう。

　そんなことを考えながら街を歩き、目に入ったバーに飛び込む。

「いらっしゃいませ」

　白系の壁と落ちついた色合いの店内を見渡したところで、カウンターにいる壮年のバーテンダーから声をかけられる。紳士的な優しい笑みをこぼす彼に緊張をほぐされ、真穂はほっと一息つく。

「お客様は初めてのご来店でしょうか？」

「はい……」

「どうぞごゆっくりおくつろぎくださいませ」

　改めて店内を見渡し、chouetteとは違う心地よさがある店内に、ほっと胸を撫で下ろす。どうやらこの店は居心地のよい大人の空間を提供しているようだ。

　そんなことを考えながら、バーテンダーから受け取ったスクリュードライバーを口にする。ここにいるだけでも穏やかに時間を過ごせそうだと安心したその時、ひとりの男がこちらに歩いてきた。

「君、来栖さんだよね？　江成エンタープライズの総務課の……」

「えっ!?」

「同じ部署の高宮たかみや和之かずゆきだよ。っていうか、いまの来栖さんめちゃめちゃかわいいんだけど」

　高宮に話しかけられて顔を上げた瞬間、背筋が凍りつき恐怖に戦く。同期入社で同じ部署の高宮という男性社員がいることは知っていた。

　けれど話かけられたこともなかったし、彼が自分の存在に気づいたことも驚きだった。

「俺たち、向こうのボックス席にいるんだけど、一緒に飲もうよ」

「人違いだと思います」

「そんなことないでしょ。いつもの来栖さんとはイメージが違いすぎるけど、でも君だってわかる」

　彼が真穂のなにを見ているのかわからないが、恐怖にしか感じられず咄嗟にそう答える。こんな状況ではいくら別人と言ったところで信じてもらえないだろう。

　無理がありすぎるとわかっているが、それでも嘘を貫き通すしかない。

「それにひとりで飲んでても退屈でしょ」

「ごめんなさい。人を待っているので……」

「そうなんだ。なら、気が変わったらおいでよ」

　断っているのに引こうとしない高宮にどうしていいのか困り果てるが、真穂との会話に飽きたのかボックス席に帰っていく。

　彼がなにをしたかったのかわからないが、高宮がいる以上この店で長居はできないだろう。そう思った真穂は時間を気にしながら、心の内を見透かされないようにお酒を飲んだ。







　高宮たちの様子を窺いやっとの思いで店を出て、すぐに家に帰る。初めて飛び込んだ店で会社の同僚に会うとは思わなかったし、まして言い寄られるとは思わなかった。

　どうしてこうなったのかをいくら思案してもわからないが、いま思い出しても恐怖で全身が戦いた。けれどそれは高宮に限ったことではなく、真穂を口説き落とそうとする男性に持っていた感情だった。

　けれど、同じような状況でも仁にだけはそう感じなかった。いや、わずかに感じていたのかもしれないが胸の高鳴りに打ち消されていたのだと気づく。

　しかも正体がわからなくても不思議な感覚に囚われていたのだから、真穂にとってははじめから仁は特別な人だったのだろう。

　――どうしてこんなことになっちゃったんだろう。

　自分をいじめていた男の子なのに知らなかったとはいえ、こんな感情を持つことはありえない。が、今夜の出来事はそれを強く思わせるには十分すぎる結果だし、仁から逃れることは不可能だと思い知っただけだった。

　――社長が佐伯くんだってわかっていても、好きでしかたがないんだ。

　はじめから答えはひとつしかなかったし、真穂自身が一番よく知っている。けれど抗いたかった乙女心がそれを隠していた。

　片思いなのはわかっているし、仁にすればからかいの範囲なのかもしれない。それでも真穂の恋心を暴いてしまうのは彼しかいないだろう。

　それを強く思い知らされたところで、じゃれついてきたレオを抱き上げて涙があふれる。自分が恋をする日が来るなんて思いもしなかったのに、いまは苦しくてしかたがない。

「にゃーん」

「ごめんね、レオ。心配させちゃったよね」

　真穂を元気づけようとしてじゃれついてくるレオを撫で、気持ちを落ちつかせようとする。こんなに弱い自分を見せたらレオだってきっと困ってしまうのに、胸の痛みが治まらない。

「大丈夫なんて言えないけど、そんなに心配しないで」

「にゃん？」

「片思いだってわかっているし、私なら平気だから……」

　からかわれるだけの日々がこれからも続くかもしれないけれど、ほんの少しの間だけでもそばにいたい。だからこそレオにまで心配をかけている自分が嫌でたまらず、落ちこんでしまう。

　それでも自分の気持ちに嘘をつくほうがつらすぎる。そう思いながらこぼれ落ちた涙を拭い、レオに寄り添いながら眠りに落ちた。







　翌日になり、いつものようにベッドから起き上がる。泣きながら眠りについたせいか、いつもよりすっきりと目覚めた。

　胸の中は恋心に囚われているが、それでも離れたくないと思ったのは真穂自身だ。だったら許される限りはそばにいたいと心に決め、起き上がる。

　そこで小さくあくびをしてまどろんでいるレオの頭を撫でる。いつもなら朝から元気なのに、真穂が心配で眠れなかったのだろう。

「ごめんね。レオ……。でも、少しだけでもいいから社長のそばにいたいの」

　本音を言えば逃げる選択肢もあったのにそれができなかったのは、心の奥底にある気持ちに気づいていた。そう思ったからこそ決心につながったような気がして、真穂は長い髪をシュシュで結ぶ。

　自分で決めた選択がたとえ間違っていても後悔したくない。真穂は自分の決意を胸に秘め、会社に行く支度をしていた。







　いつも通りの時間に出勤してエレベーターに乗り込むと、すでに乗り込んでいた仁に抱きしめられて鼓動が跳ね上がる。はっきりと恋心を自覚したせいなのか、ドキドキしていることさえも心地いいと感じてしまう。

「今日は怯えてないんだな。真穂」

「えっ？」

「俺が抱きしめるたびに怯えていただろう？」

　小さな変化でも気づいていてくれたのだろうかと、不思議でたまらない。そんな気持ちのまま仁を見上げると、見たこともない優しい顔で微笑んでいた。

「おまえが俺に怯えなくなっただけでも進歩だからな」

「そうなんですか？」

「自覚がないだろう。おまえ……」

　ちょっと呆れたような口調だが優しさを感じられるその言葉が、どこまでも甘く響いた。いつからこんなふうに感じていたのかわからないが、彼が優しい人だとわかる。

　いじめられていたのに、どうしてこんなことを思うのだろう。ふと、そんな疑問が脳裏に浮かぶ。

「呆れられちゃいますよね」

「別に呆れてなんかいないし、かわいいと思うだけだ」

「えっ？」

「自分がかわいいって自覚もないんだな。だから真に受けちまうんだろう」

　仁が呟いた小さな声に呆然とすると、キスで唇を塞がれてなにも考えられなくなる。けれど、社内でくちづけをしているのにドキドキが止まらなくなった。

（あなたが好きです……）

　決して伝えることのできない思いが胸にあふれて涙が頬にこぼれ落ちる。そこで仁の指先が頬の雫を拭った。

「なにかあったのか？」

「……いえ」

「おまえを傷つけるものすべてから守ってやるから、俺に言えよ」

　どうしてこんなにも甘い言葉を口にできるのだろうと思い悩むが、その言葉にまた恋心が膨れあがる。けれど思いを伝えてこの関係が壊れてしまうならこのままでいい。

　そう思いながら、抱きしめられていることが精一杯だった。







　仁とのひとときを終えて部署に到着すると、まるで真穂が来るのを待っていたかのような高宮と目が合う。言いたいことがわかるとはいえ、彼がこちらに近づいてくるので脚が震えていた。

「おはよう、来栖さん」

「…………」

「そんなに警戒しないでよ。僕は君を困らせたいわけじゃないんだし」

　そう言いつつも押しの強い高宮になにも言えずにいると、彼はズボンのポケットからスマートフォンを取り出し、操作する。

「会社では地味なのに本当はこんなに綺麗なんだよ。来栖さんはもっと自信を持って」

　そう言いながら高宮が見せてきたのは、隠し撮りをしたらしい昨夜の自分の画像だった。そのことに全身が恐怖で戦慄くと、そばにいた女子社員たちがスマートフォンの画面を覗き込んだ。

「嘘っ！　来栖さんってこんなにかわいいんだ」

「すごく綺麗だよね。会社でもこんなふうにしてたらいいのに」

　彼女たちの声に反応するかのようにほかの社員も集まり、写真を見た誰もが真穂の美しさに驚き、褒めたたえる。あっと言う間にできた人だかりのせいで真穂はパニック状態になり、どうしていいのかわからなかった。

　高宮だけなら人違いだとシラを切り通せても、これだけの群れではそれも難しく、泣きそうになる。こんなことになるなら、あの店に行かなければよかった。

「おまえら、真穂が怯えているだろう。ちょっとは気づけよ」

　突然、ここにはいないはずの人物の声が聞こえて驚愕する。こんなときに空耳が聞こえるのは彼に助けを求めているからだろう。

「社長！　なんでここに……。しかも真穂って」

　どうやら真穂の空耳ではないらしい会話に顔を上げると、高宮のスマートフォンを覗き込んでいる仁の姿が見える。

「昨日はデートだったんだ。それで俺が頼んで真穂におしゃれをしてもらってたんだ」

「それじゃあ、来栖さんの待ち合わせの相手って……」

「あの店で待ち合わせをしてたのも俺だ」

　素早く状況を察知したらしい仁が真穂をかばうかのように話をすると、高宮は打って変わって怯えているような様子を見せる。彼にしてみれば、真穂が待ち合わせをしていた相手が仁だとは思いもしなかったのだろう。

　しかし、昨日は仁と約束をしていたわけではなかったので、真穂としても心が痛む。

「そっ、そうだったのですね。てっきり俺は来栖さんがフリーかと思っていて」

「真穂は昔から臆病な性格だから、俺と付き合ってることを言い出せなかったんだ」

「昔って……じゃあ、あの噂の女性が来栖さん？」

　仁と高宮の会話に口を挟むように誰かがそんなことを呟く。その言葉が仁の初恋の女性を意味していると気づくが、そんなことがあるはずがない。

「さぁ……、どうだろうな」

　肯定とも否定とも取れる仁の言葉に周囲は騒ぎ出すが、同時に彼の口から初めて佐伯仁であったと認めるものだった。しかも、初恋の子だとはっきり言われたわけではなく胸の奥がつきりと痛み出す。

「でも、こうやって宣言をしちゃうなんて誰も入る隙がないよね」

「誰もが羨むカップルの誕生よね。素敵だわ」

「残念だったな、高宮。真穂はすでに売約済みだ」

　真穂の複雑な胸の内に気づかないまま、周囲が祝福ムードへと変わり、当事者であるはずの自分だけがその場の空気に馴染めない。どこか遠くに置き去りにされたような気持ちにうつむいたその時、手をしっかりと握られて驚く。

「もう、真穂が怖がることはなにもない。だからそんな顔をするな」

　真穂にしか聞こえないような小さな声が耳朶をくすぐり、その優しさで混乱していた頭が少しずつクリアになっていく。まるで真穂の気持ちを落ちつかせるためにこうしてくれているような気がした。

「ちっ、違いますよ。たしかに昨夜はそうなればいいなぐらいの気持ちで声をかけましたが」

「悪いけど、真穂は誰にも渡すつもりがねえんだ。いずれは結婚したいと思ってる」

　そうしている間も仁は周囲の目を自分に惹きつけ、真穂を守ろうとしている。その姿がどこか懐かしいと感じる自分にとまどう。

　いじめられていたはずなのに、どうしてなのか不思議と強い違和感がある。それがなんなのかがわからずに、仁のぬくもりを感じることしかできない。

　周囲は依然として喧騒に包まれ馴染めないが、けれど仁がそばにいるだけで守られていると感じはじめていた。







　社員たちとの話が終わった仁が総務部を出て行くと、真穂はいてもたってもいられず彼を追いかける。この状況だからこそ許されるとわかっているが、どうしても話をしたかった。

　いつもなら自分からなにかをしたいということはなかった。それなのにこんな気持ちになるなんて思いもしなかった。

「社長！」

「どうしたんだよ。俺が恋しくなったのか？」

「あっ、ありがとうございます」

「今朝の真穂の様子が気になっただけだ」

「あっ、あれは、その……」

　すぐに泣いてしまったことを言われているのだと気づき、咄嗟に言い訳を考えるがなにも思いつかない。その瞬間頬を撫でられてしまい、ふいに心臓が早鐘を打つ。

「もう、俺以外の前で泣くんじゃねえぞ、来栖」

「えっ？」

　いつもの仁ならどんな時でも名前で呼ぶのに、どこか懐かしげに苗字で真穂を呼ぶ。それだけなのに胸がぎゅっとせつないほど締めつけられた。

「なんてな。おまえを苗字で呼ぶのはガキの頃だけだったもんな」

「……社長？」

「俺が同じクラスの佐伯仁だってわかってるんだろう？」

　仁が真穂の前ではっきりと口に出したのは初めてだった。けれど仁の部屋にあった写真がワンクッションになったこともあって、驚くほど冷静に受け止めている。

「父親とお袋の離婚で転校した。その後、お袋と江成の親父が再婚したんだ」

「…………」

「大人になった真穂を見かけたのは、おまえが大学生の時、就活でこの会社を訪れたときだった」

　仁の口から語られた事実に驚きつつも、あの夜まで社長の顔さえも知らなかった自分が恥ずかしくてなにを言えばいいかもわからない。

「隠してたわけじゃねえけど、ちゃんと話してなかったよな」

「いえ……」

「俺が佐伯でがっかりしたか？」

　少しせつなげな仁の瞳に、考える間もなく首を横に振る。そんなことを思うぐらいならとっくに逃げ出しているし、ましてや自分をいじめていた相手に恋をすることもありえないだろう。

　それでも恋をしたのは、ほかの誰でもない仁だからだ。それを伝えたいのになにを言えばいいかさえわからなかった。

「おまえは俺が大事に守ってやる」

「えっ……？」

「大人になって再会したんだ。関係ぐらい変わってもいいだろう」

　ぶっきらぼうに呟き視線をそらす彼は、少年時代から変わっておらず胸がきゅんと甘く疼く。大人になってから関係を変えられるのなら、このままそばにいてもいいのだろうかと考え、去って行く仁を見送った。
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　部署に戻って辺りを見渡すと、それまでが嘘のように静まり返っていた。そのことに安心して胸を撫で下ろすと、佳乃と視線が合う。

「お疲れ様。さっきは大変だったけれど社長が見事に黙らせたね」

「ごめんなさい……」

「謝ることないでしょ？　社長と社員が付き合っちゃいけない決まりはないんだし」

「そんな……」

　一般的にはシンデレラストーリーなのかもしれないが、仁と真穂の間には複雑な事情がある。けれどこの状況でそれを説明することは難しい。

　なによりも真穂をかばってくれた彼を悪く言いたくなかった。

「それにしても来栖さんを変えたのは社長だったなんて驚いた」

「…………」

「しかも、あの溺愛ぶりは相当でしょ。噂まで認めちゃったぐらいだもの」

「違うんです。なんというかその……」

　仁を悪く言いたくない。その気持ちはあるけれど、佳乃にだけは真実を話したかった。しかし、どうすればいいのかさえもわからない。

「今日のお昼は一緒にランチに行こうか？」

「えっ？」

「この近くにおいしいパスタ屋があるから、もしよかったら一緒に行こうよ」

　真穂の気持ちを察したのか、絶妙すぎるタイミングで誘われて驚く。

「……私でよかったら、お願いします」

「じゃあ、決まりね」

　にこりと綺麗に微笑む佳乃に釣られて、真穂も自然と笑みをこぼして辺りを見渡す。

　騒々しかった部署内が、いつもと同じ空気に戻っている。そのことにほっと一息つき、仁のすごさを改めて感じていた。







　昼休みになり、佳乃に連れられてカフェに入る。木材の天井に白い壁紙が貼られている落ちついた店内を彩るように、温かみのある照明が輝いている。

　あちこちに飾られている観葉植物が癒しをもたらし、居心地のいい空間を醸し出す。そこでウエイトレスに案内されて席に着くと、にっこりと微笑む佳乃にドキリとした。

「来栖さんと、ずっとランチをしたかったんだよね」

「え？」

「いつもひとりでいたいオーラを出していたから、声をかけづらかったんだ」

「そうだったんですか？」

　佳乃の言葉に驚きつつも、自分自身が人と深く関わろうとしてなかったからだといまになって気づく。思えば引っ込み思案になりすぎて、大切なものを見失っていたのかもしれない。

「もし、よかったら私と友達になってほしいってお願いしたかったんだ」

「そんなふうに思っていてくれたんですか……？」

「うん、ずっと思ってたよ。そうしたら来栖さんの悩みとか聞いてあげられるのにって」

　こんな近くに自分と友達になりたいと思っていてくれた人がいた。その事実がうれしくて涙ぐみそうになる。

　けれどここで泣くわけにもいかず、ぐっと手を握りしめた。

「真穂、私と友達になってくれる？」

「はい、桃井さんがよかったら。喜んで……」

「じゃあ、いまから私たちは友達。だから私に敬語使わないで、佳乃って呼んでよ」

「佳乃さん……？」

　真穂に合わせるかのように、きちんと線引きをしてくれる佳乃の名前を呼んでみる。

「ん……せめて佳乃ちゃんがいいかな。呼び捨てでもいいけど」

「……佳乃ちゃんと呼ばせてください」

「了解！　私は真穂って呼ぶから」

　お互いに名前の呼び方を決めたところで微笑み合い、メニューを決めてウエイトレスに注文をする。

「ねえ、真穂。朝のことだけど……なにか言いたかったことがあるの？」

「……実は、社長の初恋の子は私じゃないんです」

「え？　それ、どういうこと？」

　驚いたような顔をしている佳乃に、思い切って小学生時代のことからいま現在の関係を打ち明ける。佳乃が自分を大切に思ってくれていたと知ったいま、彼女にだけは包み隠さず話したかった。

　きっと、真穂の中に包み隠さず自分のことを話せる友人が欲しいという気持ちがあったのだろう。

「そっか……。昔、真穂をいじめていた相手が社長だったんだね」

「……はい」

「でも、本当に社長はいじめていただけなのかな……？　だって、あんなに溺愛してるんだよ？」

　これまで静かに話を聞いていた佳乃から思わぬ疑問を持ちかけられ、胸がぎゅっと締めつけられる。いま思えば小学生時代の仁も、同じようにかばってくれたことがあったような気がした。

　あの頃は幼すぎてそれに気づかなかった。けれど……。

「事情はわからないけど、ちゃんと社長と話し合ったほうがいいと思う」

「聞くのが怖いです……」

「真穂はもうひとりじゃないよ！　私がいるんだから、怖がらないで……」

　佳乃の力強い口調に身体がびくりと震えるが、自分を思っての言葉がとても優しく聞こえてくる。

「それに、社員の前であんなことを言い放ったんだから、自信を持っていいんだよ」

「そうでしょうか？」

「真穂に自信を与えられるのは社長だけってわかってるけど、ほんの少しの勇気も大事だから」

　真穂を理解した上で的確な言葉をくれる佳乃に励まされ、その勇気をもらい仁と話したいと決意する。いままではなにに対しても臆病だったが、それだけでは真実にたどり着かない。

　そう教えてくれたのがほかならぬ佳乃だと気づいたところで、注文していた食事が運ばれてくる。目の前に置かれたきのこのパスタと生ハムサラダは佳乃のおすすめだ。

「じゃあ、食べながら話そうか？」

「うん」

　佳乃が食べはじめたのを見て、フォークを口に入れるとパスタに絡まった和風だしが絶妙なおいしさを醸し出す。あっさりとしているのにコクがある味わいは、真穂の好みだった。

「おいしい！」

「でしょ？　同僚の子から教えてもらったんだけど、かなり評判なの」

「この和風パスタ、とてもおいしいです」

「よかった。じゃあ、今度はパンケーキがおいしい店とか行ってみようよ」

「はい、喜んで」

　友達との付き合い方なんてわからないが、佳乃ならそんな真穂でさえ優しく包みこんでくれるのだろう。そんな予感がする一方で仁のことがあったから、その優しさに気づけたのだと思った。

「ところで、小学生時代の社長ってどんなだったの？」

「え……」

「真穂の味方としては、聞いておきたくて」

「どんなと言われても……」

　にこりと微笑みながら真穂の言葉を待つ佳乃にせかされる。少し考えていると脳裏に幼い頃の記憶が蘇ってきた。
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「おまえまたひとりで掃除をしてたのかよ。本当にどうしようもねえな、あいつら」

「ほら、みんな塾とかで忙しくて……。それより、佐伯くんはどうしてここにいるの？」

「来栖が心配……いや、なんとなく残っていた」

　掃除当番のためひとりで残って掃除をしていた真穂は、その場に現れた仁に驚きつつも返事をする。ほかのみんなは塾や習い事で忙しく帰ってしまったし、残っていたクラスメイトも帰ったとばかり思っていた。

　なのに、どうして仁がいるのかわからずにいると、彼は真穂が持っていた箒を奪う。なにが起きたのかわからない真穂は、ただ呆然とするしかなかった。

「ほら、さっさと掃除をするぞ。ひとりよりふたりのほうが早く終わるだろう」

「さっ……佐伯くんは掃除当番じゃないのにいいの？」

「だから、俺が手伝ったことは誰にも言うなよ」

　夕陽に照らされた仁の姿はかっこよく、真穂はなにか言おうとするがうまく言葉にできなかった。

「……ご、ごめんなさい」

「こういうときはありがとうだろ？　俺たち、友達だからな」

　そう言って真穂の頭を優しく撫でてから、ふたりで掃除をしたあの日のことを思い出す。それと同時に涙が頬にあふれた。
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「って……嫌なこと思い出させちゃった？」

「ちっ、違うんです。……社長が優しかったって思い出して」

「真穂……」

「おばけだって言われて傷ついたのは、その時から社長に恋をしていたからだって思い出したから」

　なによりも仁に嫌われたことが悲しくて、優しい思い出さえも心の奥底にしまって鍵をかけていた。その事実に気づいたから、泣いてしまったのだ。

「女の子だもん、好きな人からそんなことを言われたら傷つくよね」

「佳乃、ちゃん……」

「だけど、私にはなにかの事情があって、社長がそんなことを言ったとしか思えないな」

「…………」

　その後、仁が転校していくまで彼と話すことさえ怖くて避け続けていた。だからこそお互いの気持ちを伝え合わないままだった。

　佳乃の言葉が胸に染みいるのだと、初めて思った。他人に話すことで心を整理できるなんて考えたこともないけれど、それを打ち明けられる人もいなかったので驚くしかない。

「真穂には幸せになってほしいから、勇気を出して」

「ありがとう……」

「なにがあっても。真穂をひとりになんかしてあげないから、覚悟しててね」

「……はい」

　少しおどけたような口調で話す佳乃に励まされ、仁の中にある真実を確かめたいと思えてくる。実際にそんな勇気を持つことはできないだろうと思いながらも、いまの彼ならきっと答えてくれるような気がした。







　ランチが終わり、会社に戻って部署までの道を佳乃とふたりで歩く。いまだに彼女と友達になれたことがこそばゆいが、この関係を大切にしたいと心に誓う。

　そこで仁の姿を見かけると、彼もこちらに気づいたのか近づいてくる。

「噂をすれば社長の登場だね。真穂」

「えっ!?」

　佳乃から耳打ちをされてとまどっている真穂は、どうしていいのかわからずにうつむく。

「真穂、同僚と昼飯を食いに行ってたのか……」

「はい、同じ部署の桃井さんとお昼に行ってきました」

「友人ができたんだな。真穂」

　真穂を取り巻く環境の変化に安心したのか、仁が微笑みながら頭を撫でてくる。その感触はあの頃と変わらず、優しいものだった。

「これからも真穂と仲良くしてやってほしい。こいつは本当にいい奴なんだ」

「言われなくてもよーく知ってます。社長こそ真穂を泣かしたら許しませんよ？」

「桃井は、どうやら真穂の味方なんだな」

「あたりまえです！　やっと真穂と親友になれたんですよ」

　友達を通り越しての親友と言う言葉がこそばゆく、決して嫌な気持ちではない。むしろ真穂のほうが佳乃とそうなれたらいいなと願う。

「じゃあ、真穂。私はそろそろ行くから、ゆっくりしてきなよ」

「佳乃ちゃん……？」

「課長にはうまく言っておくし、なによりも社長が関わってるんだから」

　そう言って、手を振りながら踵を返した佳乃の姿に呆然とする。と、後ろから抱きしめられている感覚に気づく。

「し……社長？」

　エレベーターの中で抱きしめられたことはあった。が、社員が行き交っている場所で抱きしめられたのは初めてで、真穂はあわてふためく。

　しかも、今朝の件で少なからずとも噂になっているにも関わらずだ。

「少しぐらい見せつけてやってもいいだろう。真穂が俺のものだって……」

「でも、ほかの人が見てるから……」

「そんなことより、今夜は俺とデートをしてくれないか？」

　社長としてあるまじき発言なのに、ドキドキしてしまう自分に呆れ果てる。

「こうでもしとかないと、真穂をひとりじめにできないだろう」

「…………」

「おまえの親友とやらも、手強そうな相手だからな」

　耳に落ちた甘い誘惑に逆らえず、真穂は小さく首を縦に振る。仁を窘めないといけない立場なのに、過去を思い出したと同時に初恋の相手だとわかったいま、それを拒めない。

（社長は……、なにも変わっていなかったんだね）

　頑丈に鍵をかけて封印していた記憶がひとつひとつほどかれる。それと同時に少年だった仁の不器用な優しさがわかってきた。

　だからこの手を振りほどくことができなかったのだろう。いまにして思えばあの夜から、少しずつ眠っていた記憶が呼び覚まされたのだと思った。

「仕事が終わったら社長室に来い」

「……はい」

　腕を離してもらえたのはいいが、鼓動が早鐘を打ち続けてしまい手に負えなくなる。しかも、思い出せば出すほど仁が優しすぎるから、もはや真穂に勝ち目などない。

　それがわかったところで、仁に送られて部署に戻る。過保護すぎるようにも感じるが、それでもいまの真穂にとっては幸せだった。







　部署に到着し、周囲は当然のように受け止めているらしくほっと一息をつく。朝の騒ぎからは考えられないどころか、周囲の目がとても温かく感じられた。

（そういえば、あの放課後からクラスのみんなが優しくなったんだっけ……）

　あの時の状況と似ていると思いながら、席についてパソコンで書類を作成する。隠されていた真実があったから、いつも心のどこかで靄がかかったままだったんだと気づく。

「社長ってば、思いっきり過保護なんだね。真穂」

　そこで佳乃から声をかけられ、キーボードを叩く指が止まる。

「ちょっとはそうかなって感じだけど……」

「ちょっとどころじゃなくて、完全に溺愛されているから」

「だから、違うんです」

「真穂が鈍いだけだと思うけど……」

　佳乃がにやにやしながらからかってくるので、頬が自然と熱くなる。

「なにかあったら相談に乗ってあげるから、そんな困ったような顔をしないで」

「……ありがとうございます」

「絶対に問題ないと思うけどね。あんな社長を見せつけてくるぐらいだもん」

　真実を知ってもなお、そんなことを口にする佳乃に動揺するが。だが、友人とのこんな会話ですらもなかった真穂は、どう答えていいのかすらもわからず困惑するばかりだった。







　終業時間が終わり、真穂は社長室に向かうためエレベーターに乗っていた。思えば目立たないようにひっそりと生きてきた真穂にとって、これほど人に注目されたことはない。

　けれど誰かの本当の優しさを知るきっかけにもなったし、一番大切な真実を思い出せた。

（早く、社長に会いたい……）

　誰かに会いたいとこれほど強く思ったことはないけれど、恋をしている女性ならあたりまえの感情かもしれない。そんなことを思いながら最上階に到着し、社長室の前でドアをノックする。

「来栖です……」

「入って来いよ」

　社内で仁と会うのはいつも朝のエレベーターの中だけだった。それなのに、今日はいろいろな場所で顔を合わせて最後に社長室に行く。

　心臓が高鳴り続けたまま重厚なドアを開け、高級感が漂う家具が置かれている室内を見渡す。そこで机に向かい、書類に目も通している仁がいた。

　真剣に仕事に向き合っているその姿があまりにもかっこよくて、心臓が早鐘を打つ。

「もう少しで終わるから、ソファに座っていい子に待ってろ」

「はい……」

　同級生なのに子供扱いをされている自分がおかしくて、小さく笑う。やっぱり佳乃の言うとおり、仁は真穂に対して過保護な一面を見せてくるようだと思いながらソファに座る。

　それが嫌だと言うわけではなく、むしろうれしかったりするのはなぜだろう。

（そういえば、昔もこんなふうだったよね）

　思い出せば、少年の頃の仁はいまよりもぶっきらぼうだった。だが、クラスで一番面倒見がよく先生からも頼りにされていた。

　一番頼りにされている男の子と一番引っ込み思案な女の子が、大人になってこうしている。それがなによりも不思議だ。

「なにを考えているんだよ。そんなかわいい顔をして」

「なっ、なにも考えてないからっ」

「昔のことを思い出してたのか？　口調まで戻ってるぞ」

「……すみません」

　仁の思わぬ指摘に恥ずかしくてうつむく。だが、どうして心を見透かされたのだろうと首をかしげる。

「まぁ、写真を見たからそんなに驚いてなさそうだったけどな」

「社長……どうして、それ!?」

「わざと落としたに決まっているだろう？　今日みたいなことが起こったときのためにな」

「なっ……！」

　あまりの告白に口をパクパクさせた真穂をからかうように、屈託のない笑顔で笑う仁にドキドキが止まらない。けれど真穂の性格を考慮しての行動だと知っているので、どうしていいのかわからなかった。

「ほら、飯を食いに行くぞ」

「だって、お仕事だって……」

「おまえとの時間を誰にも邪魔させないために仕事を終わらせたんだ」

（私が赤くなるのがわかってて、そんな甘い言葉をささやくんだからっ！）

　心の中でそんなことを呟くが、真穂が口に出せるはずもなく、仁の後を追いかけることが精一杯だった。







　地下駐車場にある高級車に乗せられると、運転席に座った仁はハンドルを握り、車を発進させる。こんな近い距離に大好きな人がいると思うだけで、心臓が早鐘を打つ。

　自分の気持ちに気づいてしまえば、自然とあの放課後から仁を好きになっていた。だけど、あの写真のせいで淡い初恋が苦いものへと変わっていたのだ。

（でも、あの写真をわざと落としたのなら……社長が写真を持っていたってことだよね）

　思い返せば疑問に残ることもあるが、それらを聞くこともできなかった。

「おまえを俺の車に乗せるのは二度目だよな。あのときは拉致ったようなものだが」

「らっ、拉致って……」

「あの時の泣きそうな真穂の目が、たまらなくかわいかったよ」

　くすくすと笑いながら呟いてくる仁に、頬がかぁーっと熱く火照る。こんな自分が恥ずかしくてたまらないのに、この時間が永遠に続いてほしいとさえ願う。

「もちろん、いまだってかわいい顔をして俺を誘っているんだぜ？」

「そんなことありません……」

「自覚がなさすぎるのも問題だよな」

　仁がぼそりと呟いた言葉が聞き取れずに首をかしげたところで、車が駐車場に到着する。颯爽と車から降りた仁が助手席を開けようとしたその時、こちらに向かってくる綺麗な女性に気がついた。

「佐伯くん？　ほら同じクラスだった」

「……って、小山こやまか？」

「そう、小学校の時に一緒だった小山奈美なみだよ」

　仁と奈美が楽しそうに話している姿を見た真穂は、ただ胸が苦しくなった。





＊　＊　＊






「この写真にはおばけが写っているから、絶対に買うなよ」

　林間学校を終えたばかりの三年二組の教室で、そんな声が響くと、周囲にいた児童たちが一斉に笑い出した。




「おばけって……佐伯くん、かっこよく写ってるのに」

「いくら俺がかっこよくても呪われるだけだぞ」





＊　＊　＊






　長い間苦しめられてきた夢の光景が浮かび、その時、仁と話していた相手が奈美であると気づく。

（社長の初恋の人は……小山さんだったんだ）

　仁のずっと思っていた初恋の女性が奈美であるとわかった瞬間、涙がこぼれそうなるのを必死でこらえようと膝に置いた手のひらをぎゅっと握りしめた。

「そこにいるのって、来栖さんだよね？」

「ああ、来栖は俺の会社で働いてるんだ。で、ときどき飯を一緒に食ってる」

「そんなことを言って、来栖さんをいじめてるんじゃないでしょうね」

　ふたりが話す声ですら遠くに感じるほど、開きかけていた扉がだんだんと閉まっていく。仁にとっての真穂は、奈美の身代わりでしかなくその役目も終わるのだろう。

　いますぐここから逃げ出したい。けれど、この状況では逃げることさえもできない。

「真穂……、具合でも悪いのか？」

「あっ……。小山さんを追いかけなくていいんですか？」

「おまえといるのに、どうしてあいつのことを追いかけるんだよ」

　いつの間にか奈美がいなくなっていたことに驚いている真穂を、優しそうな瞳で覗き込む仁の瞳に胸が苦しくなる。

　そう思った真穂は咄嗟に仁の腕をつかみ、涙をこらえようと必死だった。

「私、母から電話があることを忘れてて……その、ごめんなさい」

「真穂？」

「今夜はここで帰ります……」

　なんでもないような顔をして仁に甘えてしまう選択もできる。けれど、彼の幸せだけを願うなら真穂からこの手を離さなければならない。

（自分から……、社長から離れなくちゃ……）

　せつない恋心を胸に閉じ込め、最愛の男性の幸せだけを願う。それが真穂にできるただひとつの選択だった。










６











　やっとの思いで仁から逃げ、アパートに帰って来た真穂は一晩中泣き続けた。仁に恋をしてからはいつも泣いていた気がするが、片思いだとわかっていた。

　本当の初恋の人が彼の目の前に現れたら、どんなに好きでもそばにいてはいけない。それがわかったいま、仁の幸せだけを願うしかなく辞表を書く。

　友達になれた佳乃には申し訳ないけれど、それが仁にとって幸せならそれでいいと覚悟を決める。彼が優しいままだと気づけただけでも、真穂にとっては十分だった。

　その思いを秘めていつもより早めに会社に出勤し、部長の机に退職届を提出した。

「あれ、おはよう。来栖さん」

「あっ……おはようございます」

　話したことがなかった女子社員から声をかけられて驚く。だが、穏やかに話をしている。

　ほんの少し前までは人が怖くてしかたがなかった。でも、仁が手を差し伸べてくれたからいまの自分がいるのだと刻む。

　そこへ部長が到着し、もうすぐで仁の幸せを邪魔しなくていいと安堵する。

「来栖、ちょっと来い」

「はい」

　予想通りの部長からの呼び出しに、真穂は心を込めて返事をする。だが、悲しそうな顔をしている佳乃に腕を引っ張られた。

「なにかあったの？」

「佳乃ちゃんには全部話すから、もう少しだけ待っててください」

「真穂……」

　佳乃にはたくさん心配をかけてしまった。だからこそ最後まで説明して、自分の選択をわかってもらおうと思っている。

　同じ会社ではなくなるけれど、真穂にとってはかけがえのない大切な友達であることには変わらない。

「だから、いまはなにも言わないで……」

「絶対だよ。後でしっかり聞かせてもらうから！」

「うん」

　その言葉しかいまは言えないけれど、心からの返事をして部長の机に急いだ。

「急に退職届を出すなんて、なにかあったのか？」

「いえ、そういうことではないんです」

「どっちにしろ俺だけでは処理できないから、少し待ってろ」

　部長はそれだけを告げると、すぐさま受話器を手に取る。すると、相手が電話に出たらしく話をしていた。

　その内容からは真穂の退職届の件だとわかるが、どうやら部長の様子がおかしい。

「来栖、悪いけれどこの退職届は受理できない」

「……どういうことでしょうか？」

「社長がおまえと話をしたいそうだから、いますぐに社長室に言ってほしい」

「え!?」

　そこで電話の相手が仁であることに気づいた真穂は、脚が震えてどうすることもできない。けれどいずれ社長が知ることは必然だと思い直し、一礼して踵を返す。

　部署の同僚たちが自分を見ている中で、いまにも泣いてしまいそうな佳乃の姿を見る。昨日の今日で退職届を出したのなら注目されてもしかたないだろう。

　そう思いながら廊下を歩き、エレベーターへと向かう。そこで息を切らしてこちらに向かってくる仁の姿が見える。

「真穂!!」

　切羽詰まった声で自分の名前を呼ぶ声に身を竦ませる。そこで、駆け寄ってきた仁が強引に真穂の手をつかみ、エレベーターに乗り込む。

「おまえ、退職届を出したって本当なのか？」

「……はい」

「俺のせいなのか？　俺が昔、真穂をいじめたから……」

「ちがっ」

　悲痛なまでに震えた声に咄嗟に首を縦に振り、違うと訴える。こんなに声を震わせている彼は、きっと昔を後悔して生きてきたのだろうといまならわかる。

「違うなら、どうして俺から離れようとするんだ」

「…………」

「言えないなら、その身体に聞いてやるよ」

　壁に押しつけられたせいで身が竦み、怖くて涙が頬にこぼれ落ちる。それほどまでに仁が怒っているのだと理解した。

「泣いても許さないから、よく覚えとけ」

「……っ」

「俺から離れようとするなら、いっそ孕ませちまうか」

「……だっ、だめです」

　本気かどうかわからないが、もしも妊娠してしまったらそれこそ仁の幸せを壊すことになる。そう考えた真穂は必死で首を縦に振ってそれだけは避けようとした。

　しかし、そんな真穂の願いを砕くように唇を奪われた後、再び手を握られてエレベーターを降りる。痛いほどの力で腕をつかまれると社長室へと連れていかれ、ソファに押し倒された。

「しゃ……しゃちょ!!」

「いまからたっぷり、真穂の中に子種を注いでやるよ」

「……いやぁ」

　会社であることさえも忘れたかのように真穂を組み敷いて、首筋に舌を這わせた仁に涙が止まらなくなる。彼の幸せを思うのなら拒絶しないといけない。

　なのに、それを壊そうとする仁の指先がブラウスのボタンに手をかけた瞬間、恐怖に戦慄いた。

「社長と小山さん……初恋の人の幸せを壊したくないんです。だから……」

　どうしてもこらえきれない思いと涙を抑えきれず、本当の思いを口に出す。そこで服を脱がそうとしていた指を止めた仁は、真穂の頬に優しく触れる。

「まだわかってなかったのかよ。鈍いにもほどがあるな」

「えっ？」

「いいかげん気づけよ。わからせたくて必死だったんだ」

　仁がなにを言ってるかすらわからないのに、キスで涙を拭われて心臓が壊れそうになる。

「俺の初恋の女は真穂。おまえだ……」

「……っ」

「そして、俺が愛しているただひとつの宝物なんだ」

　空耳が聞こえたのだろうか。仁の口から初恋の人が自分だと聞かされるなんて、夢でもありえない。

　けれど、優しくキスをされた感覚になにがなんだかわからない。

「でも、佐伯くんはおばけだって……」

「そうでも言わないと、俺と真穂の写真が誰かの手に渡る。それが嫌であんなことを言った」

「嘘……」

「嘘なら、とっくに小学生時代の写真なんか捨ててるだろう」

「…………」

「おまえが大切だから正体を明かさずに抱いたし、真穂が本気で欲しいから回りくどいこともした」

　抱きしめられながら聞かされる真実に驚いて、涙が止まらなくなる。好きな人にこんなに愛されているなんて夢なのだろうか。

　――けれど……。

「社長が好きです。あの放課後からずっと好きだったから、傷ついて……」

「そんなに傷つけていたんだな。ずっとひとりで泣かせてごめんな」

「私……」

「俺の部屋に行くか。いまは真穂を離したくない……」

　耳元のささやきに驚いて顔を上げると、真穂だけが知っている優しい顔で見つめられる。

「真穂を愛している。……おまえしか欲しいものなんてない」

　まっすぐに真穂を見つめて口にした仁の言葉に小さく頷くと、優しいキスが唇に落ちてくる。夢なら永遠に覚めないでほしいと思うほど、その愛しい唇のぬくもりに心を溶かされていた。







　仁の素早い行動で有給となった真穂は、車に乗せられマンションに到着する。と、すぐに抱きしめられていた。

　まるで一秒も離さないというかのような仁の腕に包みこまれ、ようやく彼の思いが本物だと実感できる。

「やっとおまえとふたりきりになれたな」

「本当にお仕事を切り上げて、よかったんですか？」

「少しぐらいなら、親父も社員たちも大目に見てくれるさ」

　自分は突然の有給でもかまわないが、社長という立場の仁だからこそ心配になってしまう。だが当の本人はまったく気にしていないどころか、真穂を抱き上げてしまう。

「おまえの心を手に入れて待てるはずなんてない。真穂だって俺と離れたくないだろう」

「……っ！」

「俺を幸せにしたいなら、真穂がそばにいてくれないと幸せになれない」

　耳元でささやかれる甘い言葉に顔が朱に染まり、どうしていいのかわからなくなる。会社では信じられない気持ちが強かったはずなのに、いまは仁の言葉を強く感じてしまう。

　そこでリビングに到着し、ソファの上に降ろされると同時に、真穂の身体が自由になった。

「ごめんな。真穂……」

　突然弱々しい声でその一言を呟いた仁は、視線を落とす。こんな仁を見たのは初めてだった。

　いつもは自信に満ちあふれている男性なのに、その身体に後悔を纏っているようだった。

「ずっと謝りたかった。けれど、あの時の俺は転校が決まっていた」

「え？」

「俺が下手に近づいて、おまえがクラスの連中にいじめられることが怖かった。だから俺が悪者になるしかできなかったんだ」

「……社長」

「そばにいられない俺が真穂を守ってやる方法は、これしかなかったんだ」

　声を震わせた仁の口から初めて真穂を守るためだと聞かされて、止まっていたはずの涙が頬にこぼれてくる。自分を傷つけたあの一言に仁もまた後悔し、真穂を守るために自分が悪者になっていた。

　そんな気持ちすら気がつかないで殻に閉じこもっていた自分は、なんて弱い人間だったのだろう。そう思った瞬間、いてもたってもいられず立ち上がり、仁の背中を抱きしめた。

「真穂、おまえ……？」

「もういいんです。社長さえそばにいてくれたら……」

「永遠に真穂だけを愛して、これからも守り続けてやる」

「……だったら、もう過去もひっくるめて、全部……許したいから」

　その言葉と共にぎゅっと仁を抱きしめる。抱きしめられることがあっても自分から誰かを抱きしめたのは初めてだった。

「俺は真穂を傷つけた自分を許さないけどな――」

「…………」

「おまえを幸せにすることでしか償えない。だから、もう一度言わせてくれ」

　真穂の手をほどいた仁が身体の向きを変え、真剣な表情で真穂を見つめる。そのしぐさに胸が高鳴り続けていた。

「永遠におまえを愛して、幸せにするから……俺と結婚してほしい」

「……はい」

「もう、どこにも行かないでくれ。真穂がいなきゃ幸せになれないんだ」

「私はずっと……あなたのそばにいるから」

　その言葉を言い終えたところで深くくちづけられ、真穂は仁の気持ちに添うようにすべてを許していく。ゆっくりと舐ねぶってくる舌先に躍らされて、甘美なくちづけに酔いしれた。

「おまえを抱くことしか考えられない俺さえも、許してくれるか？」

「……わかっているくせに、社長はずるいです」

「いまだに社長と呼んで敬語を使われたら、許しを乞うだろう」

「……仁くんのいじわるっ」

　そんなふうに言われてしまえば社長と呼べるはずもなく、いじわるな彼を名前で呼びながら口調までもがあの日に戻る。

「それでいいんだ。真穂……。俺たちは恋人だしな」

「へっ？」

「お互いに愛し合っているなら、恋人になって当然だろう」

「だって、恥ずかしいから……」

　恋人の定義は知っているものの、最愛の人からそれを言われてしまえば答えに詰まる。そんな真穂の気持ちを知っているはずなのにお姫様抱っこをされて、寝室に連れて行かれた。

「大事に愛してやるよ。俺のかわいいお姫様」

「かっ、かわいいって……」

「昔からどんな女よりも、真穂が一番かわいくてたまらないんだからな」

　ベッドに降ろされながら呟かれる言葉に全身が熱く火照る。恥ずかしさで仁の顔が見られないのに、長い髪をそっとなぞられて甘いくちづけをされていく。

　そこでベッド脇のチェストから小さな箱を取り出して真穂の左手を取る。薬指にキラキラと光るプラチナの指輪を嵌め、優しく微笑む仁に鼓動が跳ねた。

「近いうちにレオと一緒にこの部屋に引っ越してこい」

「仁、くん……」

「もうおまえをひとりにしたくねえから、一緒に暮らしてほしい」

「はいっ」

　これまでひとりで泣いてきたこともきっと仁は知っている。だからこそ、ひとりぼっちだった真穂を包みこんでしまうのだろう。

　何度もキスを交わしてお互いの気持ちを確かめ合い、仁の唇が首筋をなぞり、ブラウスのボタンを外していく。その指を拒めないどころかショーツさえも剥ぎ取られてしまい、真穂の身体を纏うすべてが剥がれていく。

「この綺麗な身体を俺以外に許すなよ。おまえに触れるのは俺だけでいい」

「そんなことできるわけないじゃない」

「この先、真穂を愛して守り続けてやるのも、俺だけだ」

「うん、私も仁くんだけを愛しています」

　力強い宣言と優しいくちづけが真穂の心を溶かし、無骨な指先が背中のホックを外す。ぷるんと揺れた胸に羞恥心が煽られると、首筋をなぞられながら仁の視線が乳房に集中していた。

「綺麗だよな、真穂の胸は……。いつの間に扇情的に育ったんだ？」

「そんなこと、ないもん」

「そんなことはあるだろう。ガキの頃はこんなに膨らんでなかったくせに」

「小学生の私と比べないで……。綺麗じゃないもの」

　自分に自信がないせいで胸が痛む。だが、それを言うなら仁だって少年だったあの頃よりも、大人の色気が増した美しい男性になった。

　眉目秀麗なその美貌は、異性の目を惹きつけてしまうだろう。かっこよく育ちすぎたというのは仁のためにあるような言葉だと思った。

「昔のおまえはかわいかった。でも、いまの真穂はどんな女よりも綺麗だ」

「仁くん……」

「おまえだけに言ってやる、俺の言葉だけを信じろ」

　首筋にちゅっと吸いつかれて、ちくりとした甘い痛みが全身に広がる。そこで、仁は真穂の身体を離して服を脱ぎ捨て、逞しいい身体を見せつけるように再び組み敷いた。

「仁くんだって……すごくかっこよくなったじゃない」

「言ってくれるな。……俺にこんなことをされているのに、挑発してるのかよ」

「そんなつもりじゃ……」

「いやらしいお姫様が満足するまで溺れさせてやるよ」

　色気のある声でささやかれると同時に、悪戯っぽく耳のかたちを舌先でなぞられお互いの肌が重なり合う。その瞬間、まぶしいぐらいの日差しが寝室を照らし、より淫靡に彩られた。

　この時間ならば会社で働いているのに、思いが通じ合ったいまは一秒だって離れたくない。それは同じはずだと言うかのように仁の舌が鎖骨を舐ってくる。

「ふぁ……ひゃっ……」

「まだおっぱいも触ってないのに感じてるのか？　淫乱姫」

「ちがっ……、仁くんだからっ」

「おまえ、やっぱり煽ってるよな……」

「煽ってなんか……」

　首を横に振って否定しても、色気を帯びた表情で乳房を鷲づかみにされてしまえば否定ができない。真穂だけが知っている情欲に満ちた男の視線が身体を嬲り、甘美な悦楽を与えるかのように、胸を揉みしだかれる。

　強弱をつけた卑猥な動きなのに、すべてを許してしまった乙女は与えられる快楽からは逃れられない。

「胸を揉みしだかれるのが好きなのかよ」

「んっ……」

「本当にかわいくてたまらないな。真穂」

「そこっ……やぁ……」

　乳頭を掠めた卑猥な指に翻弄されて甘い声で鳴く。そのたびにじらされているかのような甘やかな愉悦が全身に迸っていく。

　そのたびに淫らな自分を恥じるが、最愛の人に触れられる悦びに打ち震えて淫らな愉悦に支配された。

　真穂の反応に気を良くしたのかにやりと顔を歪ませた仁が、乙女の快感を引き出しながら乳房に吸いついてくる。舐めしゃぶられた快楽が真穂を淫猥に責め立て、極上の官能に蕩かされていく。

「気持ちよさそうな顔をして、俺から離れられなくなっちまえ」

「はぁ……うっ、うん……」

　胸の尖端を舌で転がされながら淫らに喘ぎ、身体中に触れてくる愛しい指先に下腹部から蜜がしたたっていく。

　それを知られたくなくて脚を閉じながら、乳頭に感じている熱い舌に搦め捕られる。愛されながら淫らに抱かれるだけで、こんなにも素直に蕩かされてしまう。

「脚をもじつかせて感じるなんて、本当にはしたないな」

「だって……」

「いやらしい真穂もかわいくてしかたないから、もっと淫らなおまえを見せろ」

「そこ、やぁ……」

　すでに濡れている秘部に仁の指先がすべり落ち、くちゅりと卑猥な水音を奏でる。恥ずかしいほど疼いた秘裂をなぞられた。

「じ、ん……くんっ……」

「もっと俺の名前を呼べよ」

「あっ……ふぁ……」

「身も心も俺に感じられないほど落ちればいい。永遠に真穂を愛してやるから」

　ぐちゅぐちゅと響く蜜液の音が真穂の羞恥心を煽りたて、降りてきた舌が乙女の花芽をゆっくりと包む。なにもかもが甘く優しい仁によって連れて行かれる愉悦に翻弄され、目の前が瞬く。

「やっ……んっ……」

「愛しているからこのままイってみせろよ」

「だめ……壊れちゃうから」

「いまは俺でイかせてやるから安心しろ」

　いじわるな声が耳に響き、やっと快楽が鎮まったと思う。なのに激しくくちづけられて息もできなくなる。

　悲しい過去の続きが幸せな現実へと変わっていくその時、ひとつに溶け合うように仁の肉茎が蜜壺に押し入ってくる。

　狭い蜜路は仁を誘い込むかのように熱く疼き、蜜液があふれてしまう。

「やっとつかまえた。俺だけのかわいい真穂……」

「うん」

「もうおまえをひとりにはしないから、俺の隣でずっと笑顔でいればいい」

「どこにもいかないで、そばにいてください」

　この愛を知ったらひとりには戻れないとわかっていたのに、その思いを手放そうとしていた。そんな自分に罰を与えるかのように穿ち続ける熱杭に翻弄されて、首に抱きつく。

　お互いの顔がよく見える対面座位は恥ずかしい。けれど、仁を一番近くに感じて幸せに包まれていく。

「あっ……ふぁ……」

「何度言っても足りないほど愛しているから、どんな顔も俺に見せろ」

「……んっ」

「笑顔も泣き顔も……そのすべてを俺にくれ」

　激しく擦られて収斂する媚肉とはうらはらに、何度もされるキスは優しく真穂の心を包みこむ。情熱的な腰の動きで抽挿をくりかえす剛直に、意識が遠くなるほど突き上げられて身も心も仁に預ける。

　世界にたったひとりの大切な最愛の人に愛され、悲しい初恋は幸せな未来へと続く。それを実感し、真穂は永遠に仁だけを愛すると心に決めた。
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「もう、聞いてよ、佳乃、真穂！」

「はいはい、で、今度はなによ。遙花」

　午前中の業務が終わったばかりの総務部で机を片していると、遙花の騒がしい声が聞こえてくる。と、同時に後ろから抱きしめられた真穂は、背中に柔らかな感触がした。

「どさくさに紛れて真穂に抱きつかないの。遙花」

「あんたは絶対、社長の目の敵にされているから」

「いいじゃない。真穂ってば、ほんとかわいいんだもの」

　仁と思いが通じ合って二ヶ月が過ぎ、なにごともなくこれまで通りに仕事をしていた。変わったと言えば、レオと一緒に仁のマンションに引っ越したことと、いつも蚊帳の外だった女子社員たちの輪に溶け込めるようになったことだった。

「それより、彼氏の束縛がひどすぎるの。真穂」

「遙花ちゃん、それは彼氏さんに愛されてる証拠だと思うな……」

「……真穂には束縛されてる概念自体がないんだから、なんの解決にもならないわよ」

　いまだに真穂に抱きついている遙花を呆れたような口調でたしなめた佳乃は、真穂に向かって苦笑いをする。けれど、真穂にとってはそれで困ったことは一度もないし、うれしくもあった。

「ほら、お昼に行くから真穂から離れて。社長がこの姿を見て、真穂に移動命令が出たらあんたのせいだから……」

「わかったわよ……」

　不満そうに返事をした遙花が真穂から離れたところで、仁が部署に来ていることに気づいた周囲はほっとした様子を見せる。が、仁がすでに知っているのはふたりだけの秘密だ。

「社長、来ていらしたのですね」

「真穂の弁当を食いに来たからな……」

「じゃあ、私たちもお昼に行こうか。ねっ」

「うん……」

　ばつが悪いのか、真穂から離れようとしなかった遙花が率先して女子社員を引き連れて部署を出て行く。その光景を見送っていると、再び背後から抱きしめられた。

「俺がそんなことで真穂をこの部署から移動させるわけがないだろう……たくっ」

「みんな、仁くんがどんな人か知らないから」

「まぁ、俺以外に触らせるのは気に入らないけど……。真穂が幸せならそれでいい」

「私はいつだって幸せだよ。仁くんのそばにいられるんだもの」

　仁がくれる惜しみない愛情にいつだって包まれている。そこから幸せが連鎖して、真穂を笑顔にしてくれるのだろう。

　それを知っているから、もう人が怖いなんて思わない。そう言いたいのに優しいキスをされて続きが言えない。

「真穂、愛している」

「私も仁くんを愛しています」

　何度となく伝えても足りない言葉を伝え合い、真穂はふたり分のお弁当箱を机に広げる。

　ふたりだけの時間はいくらあっても足りないから、未来まで仁のそばにいたい。そう心に決意しながら、真穂は永遠に仁のそばにいることを誓った。







　ふたりだけの寝室では、ひらりと風に揺れる白いレースのカーテンに楽しそうにじゃれるレオの姿があった。引っ越したばかりの頃は大人しかったのに、いまでは仁に買ってもらった玩具に夢中で、彼にも懐いている。

　――その横にあるチェストには林間学校でのふたりのツーショットと一緒に、笑顔で映った仁と真穂の写真が大切に飾られていた。
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